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一
．
は
じ
め
に

　
現
代
社
会
に
「
観
光
」
と
称
さ
れ
る
社
会
現
象
や
行
動
が
存
在
し
、

そ
れ
ら
と
か
か
わ
り
を
も
つ
事
業
活
動
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
日
本
を
含
め
工
業
化
が
発
展
し
た

諸
国
に
お
い
て
は
、「
観
光
」
は
国
民
生
活
の
一
部
と
な
り
、
一
般

大
衆
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
（
前
田
、
一
九
九
一
）。
し

か
し
、
こ
の
「
観
光
」
と
い
う
現
象
の
大
前
提
に
あ
る
の
は
資
本
主

義
に
基
づ
い
た
西
欧
社
会
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
八
世

紀
後
半
イ
ギ
リ
ス
で
は
じ
ま
っ
た
産
業
革
命
以
降
の
工
業
化
や
大
規

模
な
工
場
制
生
産
、
生
産
技
術
の
発
展
な
ど
に
よ
る
経
済
的
社
会
的

革
命
以
降
、
人
々
が
労
働
に
よ
り
賃
金
を
得
る
こ
と
、
そ
し
て
余
暇

を
自
由
に
得
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
関
係
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
社
会
変
化
が
後
の
観
光
の
発
展
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
つ

ま
り
、
近
代
観
光
は
労
働
の
中
か
ら
発
生
し
、
労
働
と
余
暇
を
明
確

に
区
別
す
る
こ
と
に
よ
り
発
展
し
て
き
た
の
で
あ
る
（
小
池
ほ
か
、

一
九
八
八
）。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
現
在
一
般
に
議
論
さ
れ
て
い
る
「
観
光
」
の

理
論
の
枠
組
み
と
い
う
の
は
、
あ
る
限
定
的
な
社
会
の
も
と
で
作
ら

れ
た
枠
組
み
を
適
用
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と

え
ば
、
旧
ソ
連
の
社
会
主
義
国
キ
ル
ギ
ス
で
行
わ
れ
て
い
た
温
泉
施

設（
（
（

へ
の
旅
は
、「
観
光
」
に
似
て
い
る
が
、
実
際
に
は
、
ソ
連
時
代

は
労
働
で
成
果
を
上
げ
た
人
し
か
行
け
ず
、
温
泉
施
設
へ
の
バ
ウ

チ
ャ
ー
の
割
り
当
て
は
ソ
連
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
て
い
た

（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
、
二
〇
一
三
）。
こ
れ
は
、
日
本
や
西
側
の
社
会

に
お
け
る
「
暇
だ
か
ら
、
温
泉
に
行
っ
て
こ
よ
う
」
と
い
う
ラ
イ
フ

研
究
ノ
ー
ト

社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容

　
―
ポ
ス
ト
社
会
主
義
国
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温
泉
施
設
利
用
者
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査

ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
・
グ
リ
ザ
ッ
ト
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社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
、
国
家
が
「
観
光
」
ま
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
た
か
ら
で
あ
り
、
資
本
主
義
国
の
下
で
の
「
観
光
」
と
は
異
な
っ

て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
体
制
と
観
光
と
の
関
係
に

つ
い
て
の
研
究
は
い
ま
だ
に
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
少
数
の

研
究
者
が
観
光
史
を
社
会
体
制
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。

G
orsuch

ら
（2006
）
は
、
社
会
主
義
国
で
あ
っ
た
旧
ソ
連
に
お

い
て
行
わ
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
「
海
外
旅
行
」
は
た
だ
単
に

地
理
的
に
国
境
を
こ
え
る
の
で
は
な
く
、
社
会
主
義
的
体
制
か
ら
資

本
主
義
体
制
へ
の
移
動
を
意
味
し
て
い
た
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。

ま
た
、Baranow

ski

ら
（2001

）
は
、「
観
光
」
や
「
バ
ケ
ー
シ
ョ

ン
」
と
は
消
費
や
レ
ジ
ャ
ー
の
発
達
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
で
あ
り
、
社

会
階
級
、
社
会
的
地
位
、
集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
を
母

体
と
し
て
歴
史
的
変
化
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
観
光
研
究

に
対
す
る
史
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
主
張
し
て
い
る
。
以
上
の
背
景
か

ら
、
本
稿
は
社
会
体
制
の
変
化
に
伴
う
観
光
の
変
容
を
、
ポ
ス
ト
社

会
主
義
国
で
あ
る
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
施
設
観
光
を
事
例
に
、
あ
る
キ

ル
ギ
ス
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
調
査
を
中
心
に
歴
史
社
会
学
的
な

視
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
．
　
社
会
体
制
変
化
と
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究

二-

一
．
　 

研
究
手
法

　
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と
は
、
個
人
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
語
り

（
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
）を
重
要
な
資
料
の
一
つ
と
見
な
し
て
い
る
点
で
、「
ラ

イ
フ
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
同
じ
よ
う
に
み
え
る
が
、
そ
こ
で
描
か
れ
る

人
生
が
主
に
時
系
列
的
に
編
成
さ
れ
て
い
る
点
で
ラ
イ
フ
ス
ト
ー

リ
ー
と
は
異
な
る
。ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、典
型
的
に
は
、幼
年
期
、

教
育
期
、
就
職
、
結
婚
な
ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
や
人
生
で
遭
遇
し

た
様
々
な
出
来
事
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
一
つ
の
記
述
の
パ
タ
ー
ン

で
あ
る（
櫻
井
、二
〇
一
二
）。
ま
た
資
料
と
し
て
も
、イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

に
よ
る
口
述
資
料
の
ほ
か
に
自
伝
、
日
記
、
手
紙
な
ど
の
個
人
的
記

録
を
重
要
な
資
料
源
と
し
て
利
用
す
る
（
櫻
井
、
二
〇
一
二
）。
本

稿
で
も
聞
き
取
り
に
よ
る
口
述
史
や
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
や
写
真
と

い
っ
た
個
人
の
所
有
物
か
ら
あ
る
人
物
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
再

構
成
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
に
関
し
て
は
、
主
に
社
会
学
や
文
化
人

類
学
の
分
野
で
蓄
積
が
な
さ
れ
て
き
た
。
社
会
学
は
社
会
的
現
実
を

対
象
と
し
、
社
会
と
い
う
現
実
は
、
過
去
の
現
実
も
現
在
の
現
実
も
、

歴
史
的
現
実
以
外
の
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
立
場
を
採
る

（
中
野
、一
九
九
五
）。
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
生
活
史
、個
人
史
）
は
、

本
人
が
主
体
的
に
と
ら
え
た
自
己
の
人
生
の
歴
史
を
、
調
査
者
の
協

力
の
も
と
に
、
本
人
が
口
述
あ
る
い
は
記
述
し
た
作
品
で
あ
る
。
中

野
は
、
民
族
誌
的
な
研
究
と
同
様
、
自
他
の
伝
記
作
成
の
場
合
も
含

め
て
、
人
生
の
現
実
を
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
明
し
よ
う
と
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す
る
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
な
る
も
の
は
、
私
小
説
や
歴
史
文
学
の
よ

う
な
創
作
、
つ
ま
り
現
実
の
人
生
や
歴
史
に
虚
構
を
加
え
芸
術
的
に

再
構
成
さ
れ
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
の
だ
と

主
張
す
る
（
中
野
、
一
九
九
五
）。

　
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
生
活
史
）
は
個
人
の
一
生
（
生
涯
）
を
対

象
と
し
た
個
人
中
心
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
だ

が
日
本
語
の
「
生
活
」
に
は
、
集
合
的
な
意
味
で
は
衣
食
住
生
活
や

物
質
文
化
、
生
活
水
準
や
家
族
、
地
域
社
会
な
ど
の
日
常
生
活
な
ど
、

非
常
に
広
範
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
「
個
人
」
だ

け
に
限
ら
ず
と
も
、「
村
の
生
活
史
」
や
「
都
市
の
生
活
史
」、「
女

性
の
生
活
史
」
な
ど
が
存
在
し
う
る
わ
け
で
あ
る
と
有
末
は
主
張
す

る
（
有
末
、二
〇
一
二
）。
だ
が
本
稿
で
は
「
個
人
」
に
焦
点
を
当
て
、

そ
れ
を
キ
ル
ギ
ス
の
歴
史
的
な
出
来
事
と
関
連
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
「
観
光
」
の
構
造
が
見
え
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
い
う
立
場
を
採
る
。

　
こ
の
よ
う
な
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
法
を
用
い
た
研
究
は
社
会
学
や

文
化
人
類
学
は
も
ち
ろ
ん
、
人
文
地
理
学
的
研
究
で
も
み
ら
れ
る
。

た
と
え
ば
、
湯
澤
（
二
〇
〇
一; 

二
〇
〇
二
）
は
結
城
紬
生
産
地
域

に
お
け
る
家
族
経
営
を
女
性
三
代
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
考
察

し
て
い
る
。
彼
女
は
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
記
述
し
て
い
く
際
に
、

紬
の
切
れ
端
や
個
性
的
な
資
料
で
あ
る
「
機
織
帳
」
を
分
析
対
象
と

し
て
い
る
。
彼
女
は
紬
生
産
や
そ
れ
以
外
の
生
産
労
働
、
家
事
、
育

児
と
い
っ
た
暮
ら
し
全
体
か
ら
、
女
性
三
代
の
一
二
〇
年
間
の
ラ
イ

フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
比
較
検
討
し
て
い
る
。そ
し
て
、紬
生
産
に
関
わ
っ

て
き
た
一
家
族
の
暮
ら
し
の
変
化
を
通
時
的
に
記
述
す
る
と
同
時

に
、
高
度
成
長
期
に
稼
い
だ
あ
る
女
性
だ
け
が
経
験
し
た
変
化
の
プ

ロ
セ
ス
を
、
複
数
の
女
性
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
と
重
ね
な
が
ら
描

き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
結
城
紬
生
産
地
の
存
立
基
盤
と
し

て
の
家
族
の
役
割
を
強
調
し
、
家
族
内
部
の
事
情
が
積
み
重
ね
ら
れ

た
結
果
と
し
て
産
地
や
地
域
の
変
化
が
現
れ
る
も
の
で
あ
る
と
主
張

し
て
い
る
（
湯
澤
、
二
〇
〇
一; 

二
〇
〇
二
）。
こ
の
よ
う
な
湯
澤

に
よ
る
興
味
深
い
研
究
法
は
、
本
稿
で
試
み
る
よ
う
な
「
個
人
」
を

研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
体
制
の
変
容
を
明
ら
か
に
す
る
際
に

も
参
考
と
な
る
。

二-

二
．
　
体
制
変
換
と
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究

　　
体
制
転
換
に
関
す
る
研
究
は
、社
会
学
的
、経
済
学
的
、政
治
学
的
、

人
類
学
的
、
歴
史
学
的
な
側
面
か
ら
数
多
く
の
研
究
蓄
積
が
な
さ
れ

て
来
た
。
た
と
え
ば
、
石
川
（
二
〇
〇
九
）
の
『
体
制
転
換
の
社
会

学
的
研
究
』
は
、
以
前
旧
ソ
連
と
同
様
に
社
会
主
義
体
制
下
で
あ
っ

た
中
欧
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
お

け
る
労
働
と
企
業
を
対
象
に
し
た
興
味
深
い
研
究
で
あ
る
。 

石
川

は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
タ
イ
ヤ
製
造
企
業
と
自
動
車
部
品
製
造
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工
場
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
、
ガ
ス
石
油
供
給
企
業
、
機
械
製
造

企
業
、
電
気
ハ
イ
テ
ク
工
場
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
に
お
け
る
、
小

型
モ
ー
タ
ー
製
造
企
業
、
ベ
ア
リ
ン
グ
製
造
企
業
、
火
力
発
電
所
、

鉄
鋼
企
業
、
自
動
車
部
品
製
造
企
業
と
い
っ
た
企
業
の
従
業
員
に

と
っ
て
の
体
制
内
改
革
と
体
制
転
換
過
程
に
お
け
る
労
働
を
具
体
的

に
分
析
し
、
企
業
と
従
業
員
が
金
銭
授
受
や
製
造
プ
ロ
セ
ス
な
ど
の

点
を
改
変
し
な
が
ら
資
本
主
義
・
市
場
経
済
に
適
応
し
て
い
く
過
程

を
解
明
し
て
い
る
。
石
川
の
こ
の
研
究
は
本
研
究
で
取
り
上
げ
る
観

光
者
の
社
会
体
制
の
変
換
に
対
す
る
適
応
に
も
参
考
に
な
る
。 

　
ま
た
、
社
会
主
義
体
制
を
経
験
し
た
中
央
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
人
研
究
者
ダ
ダ
バ
エ
フ
（
二
〇
一
〇
）
の
『
記
憶

の
中
の
ソ
連
―
中
央
ア
ジ
ア
の
人
々
の
生
き
た
社
会
主
義
時
代
―
』

と
い
う
興
味
深
い
研
究
が
あ
り
、
こ
の
中
で
は
、
社
会
主
義
体
制
で

あ
っ
た
ソ
連
の
「
観
光
」
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的

に
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
在
住
民
四
〇
代
か
ら
八
〇
代
ま
で
幅
広
い

世
代
を
対
象
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
を
行
な
わ
れ
、
ソ
連
時
代
を
生

き
た
人
々
が
ソ
連
崩
壊
後
に
独
立
国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
生

活
の
中
で
、
ソ
連
時
代
を
ど
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
る
の
か
、
彼
ら

が
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
経
験
し
て
き
た
か
を
記
録
し
た
も
の
で
あ

る
。
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
、
調
査
対
象
者
の
記
憶
の
中
に
お
け
る
ソ
連
時

代
の
国
民
の
生
活
や
感
想
を
詳
し
く
描
き
、
歴
史
的
、
経
済
的
、
政

治
的
そ
し
て
社
会
的
な
面
か
ら
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
ダ
ダ
バ
エ
フ

は
、
数
多
く
の
証
言
か
ら
、
政
治
と
国
民
の
間
に
は
暗
黙
の
社
会
的

な
契
約
の
よ
う
な
も
の
が
存
在
し
て
い
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ

の
仕
組
み
は
ど
の
資
料
に
も
明
確
に
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が
、
以
下

の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
と
主
張
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ソ
連
時

代
の
共
産
党
や
政
府
は
、
全
面
的
に
国
民
の
生
活
の
面
倒
を
み
て
、

彼
ら
に
必
要
最
低
限
の
生
活
を
保
障
し
、
そ
の
代
り
、
国
民
は
団
結

し
て
政
府
を
支
持
し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
社
会
に
お
け
る
様
々
な
制
限

を
彼
ら
は
前
向
き
に
受
け
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
（
ダ
ダ
バ
エ
フ
、

二
〇
一
〇
）。
さ
ら
に
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
「
観
光
」
に
つ
い
て
、

国
民
の
大
半
は
ソ
連
以
外
の
国
へ
旅
行
す
る
機
会
が
な
く
、

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
内
か
ソ
連
各
地
を
巡
っ
て
い
た
。
海
外

に
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
人
は
少
な
く
、
そ
の
人
た
ち
も
資

本
主
義
国
で
は
な
く
、
社
会
主
義
国
に
出
か
け
る
こ
と
だ
け

が
許
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
政
策
の
主
な
目
的
は
「
腐
敗
と
モ

ラ
ル
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
欧
米
文
化
」
が
ソ
ビ
エ
ト
国
民

を
衝
撃
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
だ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
海

外
に
行
く
人
は
必
ず
そ
の
モ
ラ
ル
や
考
え
方
に
関
し
て
面
接

を
受
け
、
海
外
へ
出
す
こ
と
に
相
応
し
い
人
物
な
の
か
評
価

さ
れ
、
判
断
が
下
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
孤
立
し
た
状
況
で

あ
っ
て
も
国
民
に
は
そ
の
よ
う
な
実
感
が
な
く
、
彼
ら
は
機

会
を
見
つ
け
て
は
ソ
連
の
他
の
共
和
国
や
社
会
主
義
国
へ
の

訪
問
を
楽
し
ん
で
い
た
。
そ
の
一
つ
が
新
婚
旅
行
で
あ
る
。
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就
職
し
て
い
れ
ば
、
旅
行
を
す
る
経
済
力
が
あ
り
、
給
料
が

少
な
い
人
で
も
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
国
内
も
し
く
は
ソ
連
各
地

を
回
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
、
社
会
的
な
立
場
も
給
料

も
高
く
、
何
か
し
ら
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、

ソ
連
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
社
会
主
義
国
を
旅
行
す
る
の
は

難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
新
婚
旅
行
や
家
族
旅
行
以
外

に
、
ソ
連
内
の
共
和
国
間
で
は
留
学
制
度
が
盛
ん
で
、
学
力

が
あ
り
さ
ら
に
勉
強
し
た
い
人
で
あ
れ
ば
、
他
の
共
和
国
へ

留
学
が
可
能
で
あ
っ
た
。
特
に
、
留
学
生
は
モ
ス
ク
ワ
や
レ

ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
の
大
学
に
留
学
し
て
い
た
。
現
在
で
は
、
経

済
力
が
あ
る
人
が
留
学
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
当
時
は
む
し

ろ
貧
し
い
家
の
子
供
が
優
先
的
に
奨
学
金
を
受
け
ら
れ
、
大

学
入
試
の
際
に
も
特
別
枠
で
入
学
が
認
め
ら
れ
た
。

と
記
載
し
て
い
る
（
ダ
ダ
バ
エ
フ
、
二
〇
一
〇
：
二
四
二-

二
四
四
）。
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
、
人
々
の
記
憶
を
主
な
研
究
対
象
と
し

て
い
る
が
、
同
時
に
そ
の
よ
う
な
記
憶
が
客
観
的
で
あ
り
、
ま
た
歴

史
に
つ
い
て
最
終
的
な
結
論
を
見
い
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
と
は
し
て

い
な
い
と
も
強
調
し
て
い
る
。
ソ
連
時
代
に
対
し
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー

を
感
じ
、
秩
序
を
懐
か
し
が
る
ソ
連
時
代
の
支
持
者
と
、
現
在
の
新

し
い
経
済
社
会
状
況
下
で
良
好
な
社
会
的
地
位
を
得
、
ソ
連
時
代
の

良
く
な
い
部
分
の
み
を
強
調
す
る
者
と
が
共
に
存
在
す
る
。
こ
の
よ

う
な
意
味
で
、
記
憶
は
特
別
な
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
。
過
去

を
過
剰
に
美
化
し
過
去
に
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
感
じ
な
が
ら
生
き
る
こ

と
は
今
の
自
分
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
よ
う
に
、過
去
を
否
定
し
、

今
の
自
分
を
過
去
か
ら
切
り
離
し
て
生
き
る
こ
と
は
社
会
が
独
自
性

を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
ソ
連
時
代
の
人
々
の
記
憶
を
通

し
て
、
社
会
的
、
歴
史
的
、
経
済
的
部
分
を
詳
し
く
描
い
て
い
る
が
、

「
観
光
」
に
つ
い
て
は
一
般
的
な
状
況
が
紹
介
さ
れ
る
だ
け
で
、
特

に
詳
し
く
分
析
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
先
述
し
た
通
り
、
旧
ソ
連
に
お
け
る
観
光
に
つ
い
て
は
歴
史

的
な
研
究
が
あ
る
。
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、Anne E. G

orsuch

とD
iane P. K

oenker 

ら
が
二
〇
〇
六
年
に
編
集
し
たTurizm

: 
The R

ussian and E
ast E

uropean Tourist under C
apital-

ism
 and Socialism

 

と
い
う
論
集
が
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
、
社

会
主
義
体
制
が
大
衆
に
集
団
「
観
光
」
を
広
げ
、
そ
れ
は
国
民
の
肉

体
的
か
つ
精
神
的
状
態
に
対
す
る
貢
献
が
あ
っ
た
が
、
他
方
、
こ
れ

は
資
本
主
義
国
体
制
に
お
け
る
観
光
と
は
異
な
り
、
社
会
主
義
体
制

下
で
は
観
光
す
る
た
め
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
必
要
だ
っ
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
同
書
の
中
でB

racew
ell

は
、
一
九
六
〇
年
代
に

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ヴ
ィ
ア
で
大
衆
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
は
、
買
い
物
を
求
め
長
い
距
離
を
歩
い
た
り
す
る
た
め
、
ハ
イ
キ

ン
グ
と
同
様
な
能
力
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
と
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
、
同
書
の
中
でN

oack

が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に
、
ソ
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社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

ビ
エ
ト
連
邦
で
観
光
が
大
衆
化
さ
れ
た
の
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
で
あ

り
、
温
泉
施
設
、
休
暇
施
設
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
で

休
暇
を
過
ご
し
た
国
内
旅
行
者
の
数
が
一
九
七
〇
年
に
一
七
〇
〇
万

人
か
ら
一
九
八
三
年
に
は
四
五
〇
〇
万
人
に
ま
で
増
加
し
た
。
だ
が

こ
れ
ら
は
、
計
画
的
な
観
光
し
て
い
る
人
た
ち
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

「
バ
ウ
チ
ャ
ー
」
を
利
用
し
て
観
光
す
る
人
た
ち
で
あ
っ
た
。 

し
か

し
、
ソ
連
時
代
後
半
に
は
、
非
計
画
的
な
旅
行
者
（dikari 

あ
る

い
は dikie turisty

）
が
存
在
し
た
。
ま
た
、
男
女
が
テ
ン
ト
を

持
っ
て
出
か
け
る
セ
ッ
ク
ス
が
目
的
の
観
光
遠
足
（turisticheskiy 

pohod

）
が
黒
海
海
岸
に
存
在
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
社
会
主
義

時
代
の
観
光
に
関
す
る
研
究
は
こ
れ
ま
で
も
存
在
し
て
き
た
が
、
い

ず
れ
も
個
人
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
で
は
な
く
、
ソ
連
時
代
の
観
光

の
全
体
的
な
歴
史
を
考
察
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
旧
ソ
連
国
キ
ル
ギ
ス
の
「
観
光
」
に
焦
点
を
あ
て
た
研

究
も
あ
る
が
、
ソ
連
時
代
の
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
リ
ゾ
ー
ト
の
利
用

者
に
関
す
る
事
例
研
究
や
（Eckford, 1997; Palm

er, 2009
）、

キ
ル
ギ
ス
で
は
古
来
よ
り
存
在
し
て
い
る
温
泉
に
関
す
る
医
学
・
化

学
分
野
の
研
究
は
あ
る
も
の
の
、
利
用
形
態
や
利
用
者
に
関
す
る
研

究
はAleksandrov

（1931

）
に
よ
る
一
九
三
〇
年 

の
温
泉
施
設

利
用
者
に
関
す
る
研
究
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
筆
者
は
こ

れ
ま
で
キ
ル
ギ
ス
各
地
の
温
泉
地
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
す
る
こ

と
に
よ
り
、
社
会
主
義
体
制
か
ら
資
本
主
義
体
制
転
換
期
に
生
じ
た

変
容
を
、
旧
ソ
連
の
一
員
で
あ
っ
た
キ
ル
ギ
ス
の
観
光
の
中
で
も
特

に
「
温
泉
」
に
注
目
し
て
研
究
し
て
き
た
が（

（
（

、
社
会
体
制
変
化
と
い

う
歴
史
的
な
変
化
の
中
で
キ
ル
ギ
ス
の
観
光
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し

て
き
た
と
い
う
問
題
を
、
個
人
の
経
験
に
焦
点
を
あ
て
て
明
ら
か
に

し
た
研
究
は
い
ま
だ
に
存
在
し
な
い
。 

　
以
上
の
背
景
か
ら
、
本
論
文
は
社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」

の
変
容
を
、
社
会
体
制
の
転
換
期
に
生
き
た
個
人
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト

リ
ー
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
り
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
具

体
的
な
研
究
対
象
は
、
ポ
ス
ト
社
会
主
義
国
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温

泉
施
設
利
用
者
で
あ
る
。
そ
し
て
社
会
体
制
転
換
期
に
生
き
た
温
泉

施
設
利
用
者
の
人
生
を
通
し
て
、
社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」

の
変
容
を
描
き
出
す
。

三
．
　
社
会
体
制
の
変
化
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容

三-

一
．
　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
に
お
け
る
温
泉
施
設
利
用
の
変
化

　
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
は
、
中
央
ア
ジ
ア
に
あ
る
旧
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の

共
和
国
で
あ
り
、
山
国
で
あ
る
（
図
一
）。
一
九
九
一
年
の
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
崩
壊
以
後
、
連
邦
内
部
の
共
和
国
は
そ
れ
ま
で
の
社
会
主
義

か
ら
資
本
主
義
へ
と
路
線
を
変
更
し
た
。
こ
の
体
制
変
換
の
課
程
の

中
で
、
キ
ル
ギ
ス
国
家
は
新
た
な
経
済
政
策
や
開
発
政
策
の
一
つ
と
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し
て
観
光
化
を
推
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
近
年
の
キ
ル
ギ
ス
で
は

外
国
人
旅
行
者
が
増
加
し
、
二
〇
一
〇
年
に
約
一
三
一
万
人
だ
っ

た
外
国
人
観
光
客
は
二
〇
一
一
年
に
は
約
三
一
一
万
人
に
ま
で
増

加
し
た
。
内
訳
を
み
る
と
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
か
ら
約
一
四
万
人
（
約

四
六
％
）、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
か
ら
約
四
三
万
人
（
約
一
四
％
）、
ロ

シ
ア
か
ら
約
一
〇
二
万
人
（
三
三
％
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
に
も
、

少
数
で
は
あ
る
が
日
本
や
中
国
、
そ
れ
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
キ
ル

ギ
ス
を
訪
問
す
る
観
光
客
が
約
七
％
を
占
め
る
（
表
一
参
照
）。

　
筆
者
が
二
〇
一
一
年-

二
〇
一
四
年
に
行
っ
た
キ
ル
ギ
ス
各
地
の

温
泉
を
対
象
と
し
た
現
地
調
査
か
ら
は
、
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て

は
テ
ン
シ
ャ
ン
山
脈
へ
の
登
山
や
、
標
高
一
六
〇
〇
ｍ
に
位
置
す
る

イ
シ
ク･

ク
ル
湖
畔
リ
ゾ
ー
ト
や
渓
谷
に
存
在
す
る
温
泉
な
ど
が
人

気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
中
で

も
、
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
外
国
人
観
光
客
に
は

山
岳
部
や
渓
谷
に
位
置
す
る
温
泉
が
人
気
で
あ
り
、
彼
ら
に
と
っ
て

長
い
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
の
途
中
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
欠
か
せ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
る
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
、
二
〇
一
三
）。

　
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
キ
ル
ギ
ス
人
の
み
な
ら
ず
外
国
人
観
光

客
が
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
を
観
光
地
と
し
て
訪
問
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
最
近
の
こ
と
で
あ
り
、
ソ
連
成
立
以
前
お
よ
び
ソ
連
時
代
と
ソ

連
崩
壊
以
降
に
お
い
て
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温
泉
の
利
用
や
利
用

者
は
異
な
っ
て
い
た
。キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
伝
統
的
な
温
泉
利
用
は
、

日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
温
泉
利
用
と
は
異
な
る
。
か
つ
て
キ
ル
ギ
ス

で
は
現
地
住
民
が
温
泉
地
に
伝
統
的
な
家
屋
「
ボ
ズ
・
ユ
イ（

（
（

」
を
造
っ

て
そ
こ
に
何
日
も
滞
在
し
、
温
泉
が
出
る
場
所
を
石
で
囲
み
、
周
縁

を
清
潔
に
し
た
の
ち
入
浴
し
た
の
で
あ
る
（Petrosyants

((

(, 1926; 
Ashm

arin
((

(, 1934

）。
ま
た
温
泉
は
宗
教
的
な
儀
礼
の
場
所
と
し
て

も
使
わ
れ
て
い
た
（Jum

abaev et al
((

(, 2011

）。
こ
の
よ
う
な
伝

統
的
な
温
泉
地
利
用
は
、
キ
ル
ギ
ス
の
社
会
体
制
変
化
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
人
の
来
訪
に
よ
り
変
化
し
た
。

　
初
め
て
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温
泉
や
治
療
分
野
が
記
述
さ
れ
出
版

さ
れ
た
作
品
は
一
八
世
紀
の
終
わ
り
に
ま
で
遡
る
。
そ
れ
は
、
ロ

シ
ア
か
ら
キ
ル
ギ
ス
を
帝
政
の
業
務
で
訪
れ
た
公
務
員
の
日
記
、

П
ут

еш
ест

вие капит
ана Ры

чкова, 1771

（
キ
ャ
プ
テ
ン
・

ル
チ
ュ
コ
フ
の
旅
）
で
あ
り
、
そ
の
中
で
ア
ラ
・
タ
ウ
地
域
の
温
泉

に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
（R

ychkov, 1771

）。
さ
ら
に
、
バ

ル
ト
ー
ル
ト
（B

artoldt, 1891

）
は
、キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
（
現
ジ
ャ

ラ
ル･

ア
バ
ド（

（
（

温
泉
施
設
）H

azret

　Ayub

に
つ
い
て
言
及
し
て

お
り
、H

azret Ayub

に
は
中
央
ア
ジ
ア
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
、
さ

ら
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
、
中
国
、
イ
ン
ド
か
ら
信
仰
者
た
ち
が
病
気

の
治
療
の
た
め
に
来
て
い
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
考
古
学
的
研
究
に
よ
る
と
、
キ
ル
ギ
ス
の
イ
シ
ク･

ア

タ
温
泉（

（
（

は
二-

三
世
紀
に
は
現
地
住
民
の
間
で
知
ら
れ
て
い
た
と
す

る
。
こ
れ
は
、
イ
シ
ク･

ア
タ
温
泉
施
設
の
入
り
口
に
置
か
れ
た
仏
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陀
像
が
こ
の
温
泉
が
サ
サ
ン
朝
時
代
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
証

明
し
て
い
る
（D

enisov, 1950

）。
イ
シ
ク･

ア
タ
温
泉
は
一
般

の
温
泉
で
は
な
く
、
病
気
を
治
し
て
く
れ
る
温
泉
で
あ
っ
た
た
め
、

サ
サ
ン
朝
の
支
配
者
階
級
に
よ
り
仏
陀
像
が
作
ら
れ
安
置
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
多
く
の
研
究
者
が
推
測
し
て
い
る
（Alym

kulov, 
2002

）。

　
さ
ら
に
キ
ル
ギ
ス
の
テ
ン
シ
ャ
ン
山
脈
の
地
学
的
研
究
た
め
に
訪

問
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し
て
初
め
て
テ
ン
シ
ャ
ン
山
脈
に
登
頂
し

た
セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
・
テ
ン
シ
ャ
ン
ス
キ
ー（

（
（

に
よ
り
保
健
思
想
に
基
づ

く
温
泉
入
浴
も
キ
ル
ギ
ス
に
も
た
ら
さ
れ
、
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
式
銭

湯
「
バ
ー
ニ
ャ
」
も
導
入
さ
れ
た
（Jum

abaev, 2011

）。
さ
ら
に
、

帝
政
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に
よ
り
赴
任
し
て
来
た
国
防
省
や
役
人
の

た
め
に
、
温
泉
や
泥
温
泉
の
周
辺
、
山
や
渓
谷
と
い
っ
た
場
所
に
夏

の
休
暇
・
治
療
用
の
施
設
が
作
ら
れ
る
な
ど
、
帝
政
ロ
シ
ア
政
策
に

よ
り
、
キ
ル
ギ
ス
を
含
む
中
央
ア
ジ
ア
の
温
泉
利
用
が
変
化
し
た

（Aleksandrov
((1

(, 1931

）。
だ
が
こ
の
時
代
の
温
泉
利
用
は
本
格
化

し
な
か
っ
た
。K

ozlov
((1

(

（1967; 1973

）
の
研
究
に
よ
る
と
帝
政

時
代
の
ロ
シ
ア
の
三
六
ヵ
所
の
リ
ゾ
ー
ト
地
に
は
六
〇
の
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
が
存
在
し
、
利
用
者
は
三
〇
〇
〇
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
さ
ら

に
、
温
泉
施
設
を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
地
に
お
け
る
滞
在
客
は
上
流
階
級

に
限
ら
れ
、
利
用
者
の
属
性
は
、
地
主
と
貴
族
（
四
一
・
九
％
）、
ブ

ル
ジ
ョ
ア
代
表
者
（
二
三
・
八
％
）、帝
政
軍
の
将
校
（
一
〇
・
五
％
）、

行
政
機
関
者
ほ
か
（
二
三
・
八
％
）
で
あ
っ
た
。
帝
政
時
代
の
温

泉
施
設
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
（П

ётр I

　Алексеевич, 1672-
1725

）
の
主
導
で
建
設
さ
れ
た
た
め
、
特
定
の
人
々
し
か
利
用
で
き

な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
し
か
し
、
一
九
一
七
年
に
社
会
主
義
改
革
が
起
こ
る
と
、
社
会
主

義
革
命
と
と
も
に
、
土
地
と
地
下
資
源
は
国
有
化
さ
れ
、
家
族
農
業

は
社
会
主
義
経
営
「
コ
ル
ホ
ー
ズ
お
よ
び
ソ
フ
ホ
ー
ズ
」
が
農
業
生

産
の
主
体
と
な
っ
た
。
工
業
生
産
、
通
信
運
送
、
商
業
流
通
に
お

い
て
も
、
教
育
医
療
に
お
い
て
も
私
的
企
業
は
禁
止
さ
れ
、
国
有
・

国
営
企
業
が
独
占
し
た
（
金
田
、
一
九
九
五
：
一
三
二
）。
ウ
ラ

ジ
ー
ミ
ル
・
イ
リ
イ
チ
・
レ
ー
ニ
ン
（Vladim

ir Ilyich Lenin

　Владимир И
льич Л

енин

）
は
一
九
一
九
年
に
四
月
に
「
国

家
的
に
重
要
な
治
療
分
野
に
つ
い
てO

 лечебны
х местностях 

общ
егосударственного значения

」
と
い
う
法
令
の
中
で
以

下
の
よ
う
に
宣
言
し
た
。

ロ
シ
ア
地
域
に
お
け
る
全
て
の
リ
ゾ
ー
ト
や
療
養
地
は
ロ
シ

ア
国
内
の
ど
の
地
域
に
あ
っ
て
も
、
誰
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

全
て
の
施
設
建
物
を
含
め
て
、
リ
ゾ
ー
ト
が
で
き
た
土
地
も

含
め
、
ロ
シ
ア
国
の
も
の
で
あ
り
、
治
療
の
た
め
に
使
わ
れ

る
（Л

ечебны
е местности и курорты

, где бы
 они 

не находились и кому-бы
 они не принадлеж

али, 
со всем

и
 сооруж

ен
и

ям
и

, строен
и

ям
и

 и 
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дви
ж

и
м

остью
, обсл

уж
и

ваю
щ

и
м

и
 ран

ее 
курорт и находящ

им
ися на присоединенны

х 
и приписанны

х к курорту зем
лях, составляю

т 
собственность республики и использую

тся для 
лечебних целей.

）

　
そ
の
後
、
全
て
の
リ
ゾ
ー
ト
は
国
有
化
さ
れ
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・

リ
ゾ
ー
ト
治
療
の
原
則
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
・
リ
ゾ
ー
ト
分
野
が
発
展

す
る
た
め
に
方
針
や
自
然
資
源
保
護
法
令
な
ど
が
発
布
さ
れ
て
以

降
、
帝
政
時
代
に
は
富
裕
層
し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た
温
泉
施
設
等

は
一
般
庶
民
の
た
め
の
も
の
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

（
一
九
九
二-

一
九
九
一
）
の
誕
生
に
よ
り
、
一
般
保
養
療
養
所
は

全
国
へ
と
拡
大
し
、
連
邦
の
隅
々
に
ま
で
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
（K

ozlov, 1973; 

山
形
、
一
九
八
〇
）。
こ
の
よ
う
な
温
泉
施
設

の
中
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
負
傷
兵
士
の
療
養
の
た
め
に
使

わ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
軍
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
た
も
の
も

あ
っ
た
。
し
か
し
、一
九
五
〇
年
代
に
な
る
と
再
び
建
設
が
始
ま
り
、

第
二
次
世
界
大
戦
以
前
の
二
倍
も
建
設
さ
れ
た
（K

ozlov, 1973: 
5

）。
　
一
九
一
七
年
の
社
会
主
義
改
革
後
、
キ
ル
ギ
ス
内
に
も
ソ
ビ
エ
ト

政
権
が
成
立
し
た
た
め
、
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
施
設
も
社
会
主
義
革
命

以
降
に
発
展
し
始
め
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
時
代

に
は
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
施
設
も
発
展
し
、
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
を
対
象

と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら
の
研
究
も
な
さ
れ
た
（
表
二
）。
し

か
し
、
表
二
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
キ
ル
ギ
ス
を
対
象
と
し
た
多

く
の
研
究
は
温
泉
の
成
分
や
放
電
と
い
っ
た
化
学
的
研
究
お
よ
び
医

学
的
見
地
か
ら
な
さ
れ
、
社
会
体
制
と
温
泉
施
設
と
の
関
係
に
つ
い

て
の
研
究
は
数
少
な
い
。
例
外
と
し
て
、Aleksandrov

（1931

）

が
一
九
三
〇
年
代
の
「
キ
リ
ギ
ス
の
リ
ゾ
ー
ト
地К

урорт
ы

 
К

иргизии

」
の
景
観
、
気
候
、
温
泉
資
源
、
治
療
へ
の
適
応
と
禁

忌
の
説
明
や
温
泉
利
用
者
の
属
性
と
利
用
習
に
つ
い
て
報
告
し
て
い

る
の
み
で
あ
る
。

　
表
三
は
ソ
連
時
代
前
半
一
九
三
〇
年
の
温
泉
利
用
に
つ
い
て
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。
表
三
か
ら
は
、
ソ
連
時
代
（
一
九
三
〇
）
は
リ

ゾ
ー
ト
が
位
置
す
る
場
所
に
よ
り
リ
ゾ
ー
ト
利
用
者
属
性
が
異
な
っ

て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
例
え
ば
山
岳
部
や
渓
谷
に
存
在
す
る

温
泉
施
設
で
は
、
お
も
に
、
現
業
職（
（1
（

な
ど
や
農
民
が
治
療
を
受
け

た
（
写
真
一
）。
し
か
し
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
畔
気
候
リ
ゾ
ー
ト
で

は
、
農
民
や
労
働
者
よ
り
、
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー（
（1
（

の
方
が
多
く
見
ら
れ

る
（
写
真
二
）。
つ
ま
り
、
帝
政
が
終
了
し
ソ
連
に
な
る
こ
と
で
温

泉
施
設
を
含
む
リ
ゾ
ー
ト
は
一
般
に
公
開
さ
れ
た
と
は
い
え
、
リ

ゾ
ー
ト
の
立
地
条
件
に
よ
り
、
利
用
者
属
性
に
差
が
あ
っ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
の
現
象
に
は
、
外
国
人
研
究
者
も
注
目
し
て
お

り
、
例
え
ばPalm

er 

は
一
九
八
〇
年
に
お
け
る
キ
ル
ギ
ス
の
イ
シ

ク･

ク
ル
湖
は
、
澄
み
切
っ
た
湖
水
と
温
暖
な
気
候
で
あ
り
、
リ
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ゾ
ー
ト
地
の
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ウ
ス
や
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、温
泉
療
養
施
設
、

ペ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
来
訪
者
は
三
五
万
人
で
あ
っ
た
と
報
告
し
て
い

る
（Palm

er, 2009

）。Eckford

（1997

）
も
、
ソ
連
時
代
の
イ

シ
ク･

ク
ル
湖
畔
は
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
、
黒
海
に

次
い
で
ソ
連
で
人
気
の
あ
る
保
養
地
だ
っ
た
と
言
及
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
ソ
連
で
は
保
健
療
養
を
含
む
観
光
形
態
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
の
だ
と
い
え
る
。
ま
た
、
イ
シ
ク･

ク
ル
湖
周
辺
以
外
に

も
、
気
候
療
養
が
で
き
る
標
高
の
高
い
場
所
で
は
温
泉
の
存
在
を
活

か
し
て
、
温
泉
療
養
お
よ
び
休
暇
の
た
め
の
施
設
が
建
設
さ
れ
、
一

般
労
働
者
が
保
養
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。K

oenker

（2009

）
は
ソ
連
時
代
に
お
い
て
観
光
は
社
会
主
義
の
大
事
な
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
たH

ofer

ら
（2002

）

に
よ
る
と
、
イ
シ
ク･

ク
ル
湖
畔
は
共
産
党
幹
部
の
ホ
リ
デ
ー
デ
ス

テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
イ
シ
ク･

ク
ル
湖
の
汚
さ
れ
て
い
な
い

湖
水
が
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
支
配
層
か
ら
羨
望
の
ま
な
ざ
し
を
受
け
て
い

た
。
そ
の
例
と
し
て
、
一
九
七
九
年
に
は
、
イ
シ
ク･

ク
ル
湖
の
北

岸
の
、
湖
水
入
浴
の
ほ
か
に
温
泉
入
浴
を
提
供
す
る
高
級
サ
ナ
ト
リ

ウ
ム
「
オ
ー
ロ
ラ
」（Aurora

）
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ソ
連
共

産
党
幹
部
や
高
級
官
僚
専
用
の
も
の
で
、
一
般
人
は
敷
地
内
に
入
る

こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
。

　
し
か
し
、
一
九
九
一
年
の
ソ
連
邦
崩
壊
以
後
、
旧
ソ
連
内
の
共
和

国
は
そ
れ
ま
で
の
社
会
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
と
体
制
が
変
化
し
た

た
め
、
温
泉
施
設
の
利
用
形
態
お
よ
び
利
用
者
も
再
び
変
化
し
た
。

ソ
連
時
代
、
一
般
人
の
立
ち
入
り
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
温
泉
施
設
を

含
む
休
暇･

療
養
施
設
は
一
般
に
公
開
さ
れ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

ソ
連
時
代
以
前
と
ソ
連
時
代
、
様
々
な
社
会
階
級
の
た
め
の
温
泉
療

養
を
含
む
療
養
施
設
、
リ
ゾ
ー
ト
施
設
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
が
理
解

で
き
る
。

三-

二
．
　
社
会
主
義
体
制
と
「
観
光
」
の
歴
史

　
ソ
連
に
お
け
る
休
暇
シ
ス
テ
ム
の
歴
史
は
、
連
邦
成
立
初
期
に
さ

か
の
ぼ
る
。
一
九
二
二
年
に
制
定
さ
れ
た
労
働
法
令
で
は
、
少
な
く

と
も
五
ヵ
月
半
の
労
働
の
任
期
を
持
つ
す
べ
て
の
労
働
者
が
年
次
有

給
二
週
間
の
休
暇
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た

（K
oenker, 2009

）。
さ
ら
に
、
一
九
三
六
年
の
法
令
四
一
条
「
ソ

連
の
労
働
と
休
暇
に
つ
い
て
」
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
ソ
連
民
は
労

働
後
に
休
暇
を
と
る
権
利
を
獲
得
し
た
。
こ
の
権
利
は
夜
勤
労
働
時

間
や
企
業
の
一
日
の
勤
務
時
間
を
減
ら
し
、
週
あ
た
り
最
大
四
一
時

間
勤
務
の
規
定
を
保
証
し
た
（K

ozlov, 1986

）。
こ
の
「
八
時
間

労
働
」、「
週
末
」
及
び
「
年
次
有
給
休
暇
」
は
、
一
九
三
〇
年
代
末

の
新
興
ソ
連
シ
ス
テ
ム
で
は
、
回
復
と
健
康
的
な
休
息
の
機
会
を
構

成
す
る
三
角
形
で
あ
り
、
中
で
も
、
年
次
有
給
休
暇
は
労
働
力
の
福

祉
を
推
進
す
る
ソ
連
社
会
主
義
へ
の
も
っ
と
も
革
命
的
な
貢
献
で
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あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（K

oenker, 2009

）。
一
九
三
六
年

か
ら
一
九
四
〇
年
に
か
け
て
は
温
泉
施
設
を
含
む
予
防
・
治
療
施
設

が
増
加
し
（ibid

）、
一
九
四
〇
年
に
は
そ
の
数
は
三
六
〇
〇
ヵ
所

ま
で
増
加
し
た
（K

ozlov, 1986

）。

　
ソ
連
に
お
け
る
休
暇
施
設
に
は
、
リ
ゾ
ー
ト
（курорт ku -

rort

）、
温
泉
・
泥
を
使
っ
て
治
療
を
行
う
場
所
、
海
や
湖
、
山
、
森

林
で
の
気
候
療
養
が
で
き
る
場
所
で
あ
る
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
お
よ
び

温
泉
治
療
等
が
受
け
ら
れ
な
い
施
設
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら

が
「
休
暇
ホ
ー
ム
」（дом

 от
ды

ха dom
 otdyha

）
と
呼
ば
れ

た
（Azar

((1

(, 1972; K
oenker, 2009

）。
両
方
と
も
労
働
組
合
に
よ

り
管
理
さ
れ
、
ど
の
施
設
に
行
く
に
も
バ
ウ
チ
ャ
ー
（пут

евка 
putyovka

）
の
調
達
が
必
要
で
あ
っ
た
（ibid)
。
こ
れ
ら
の
バ
ウ

チ
ャ
ー
は
、
中
央
労
働
組
合
当
局
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
、
地
元

企
業
の
委
員
会
を
通
じ
て
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
配
布
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
リ
ゾ
ー
ト
に
行
く
に
は
医
者
の
判
断
が

必
要
で
あ
り
、
必
要
と
し
て
い
る
人
か
ら
順
番
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
与

え
ら
れ
、三-

四
週
間
滞
在
し
た
。
治
療
の
た
め
に
訪
れ
る
者
は「
患

者
」（больной bol`noi

）、
休
暇
す
る
た
め
に
訪
れ
る
者
は
「
休

暇
者
」（от

ды
хаю

щ
ий otdykhayushiy

）
と
呼
ば
れ
た
。
そ

こ
で
は
「
治
療
手
順
」лечебны

е процедуры
 spa regim

e  

と

呼
ば
れ
る
、
看
護
師
や
医
師
の
監
督
下
で
の
温
泉
入
浴
、
日
光
浴
、

海
水
浴
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
い
っ
た
治
療
が
毎
日
行

わ
れ
て
い
た
。
リ
ゾ
ー
ト
施
設
で
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
も
な

さ
れ
、
そ
れ
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
的
な
活
動
と
文
化
的
活
動
が
含
ま
れ
て

い
た
（ibid

）。
バ
ウ
チ
ャ
ー
の
値
段
に
は
三
種
類
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
普
通
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
（
九
〇-

一
一
五
ル
ー
ブ
ル
）、
上
級
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
（
一
四
〇-

一
七
〇
ル
ー
ブ
ル
）、最
高
級
の
バ
ウ
チ
ャ
ー

（
二
〇
〇-

二
二
〇
ル
ー
ブ
ル
）
で
あ
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
簡
単
に

買
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

 

四
．
　
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

　
キ
ル
ギ
ス
に
限
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
ポ
ス
ト
社
会
主
義
国
に
お
け
る

社
会
体
制
と
観
光
の
関
係
に
つ
い
て
、
具
体
的
か
つ
詳
細
に
報
告
し

た
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
社
会
体
制

の
変
化
が
ど
の
よ
う
に
し
て
観
光
の
変
化
と
関
係
し
て
い
る
の
か

を
、
社
会
主
義
体
制
経
験
者
で
あ
る
キ
ル
ギ
ス
在
住
の
あ
る
人
物
Ａ

氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
描
き
出
す
。
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温
泉
施
設
は
、
ソ
連
時

代
は
労
働
で
成
果
を
上
げ
た
人
し
か
行
け
ず
、
温
泉
施
設
へ
の
バ
ウ

チ
ャ
ー
の
割
り
当
て
は
ソ
連
の
首
都
モ
ス
ク
ワ
で
行
わ
れ
て
い
た
。

Ａ
氏
は
、
ソ
連
時
代
と
ソ
連
崩
壊
以
降
の
九
〇
年
代
温
泉
施
設
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
を
入
手
し
、
頻
繁
に
温
泉
施
設
を
利
用
で
き
た
人
物
で
あ

る
。
そ
の
た
め
彼
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
キ
ル
ギ
ス
の
社
会
史
と
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社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

観
光
史
の
中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
社
会
体
制
の
変
化
に
よ
り
温

泉
施
設
の
利
用
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
か
を
理
解
す
る

た
め
の
興
味
深
い
事
例
研
究
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。

四-

一
．
　
社
会
主
義
時
代
に
お
け
る
Ａ
氏
の
休
暇
と
「
観
光
」

四-

一-

一
．
　
子
供
時
代

　
Ａ
氏
は
、
一
九
五
二
年
六
月
一
五
日
に
、
キ
ル
ギ
ス
の
ナ
リ
ン

（N
aryn

）
州
コ
チ
ュ
コ
ル
（K

ochkor
）
地
域
ク
ズ
ド
ボ
（K

yzyl-
D

obo

）
村
で
、キ
ル
ギ
ス
人
一
家
の
九
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
彼
の
父
親
は
第
二
次
世
界
大
戦
で
の
兵
役
後
、
ク
ズ
ド
ボ
村

の
学
校
（
小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
一
貫
校
）
で
ロ
シ
ア
語
と
技
術

の
科
目
を
教
え
、
夏
休
み
に
は
村
の
家
を
作
る
設
計
・
施
工
の
仕
事

を
し
て
い
た
。
母
親
は
専
業
主
婦
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

彼
の
父
親
が
村
の
中
で
は
知
識
階
級
に
属
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

　
Ａ
氏
は
、
一
九
五
九
年
九
月
一
日
に
一
年
生
（
日
本
の
小
学
校
一

年
に
相
当
）
に
入
学
し
、
そ
れ
か
ら
三
年
間
一
九
六
二
年
五
月
ま
で

同
村
の
学
校
に
通
っ
た
。
一
九
六
二
年
九
月
か
ら
一
九
六
八
年
五
月

末
ま
で
、
つ
ま
り
四
年
生-

九
年
生
（
日
本
の
中
学
校
三
年
に
相

当
）
ま
で
首
都
フ
ル
ン
ゼ
（Frunze, 

現
ビ
シ
ュ
ケ
ク
）
の
父
の
弟

の
家
で
暮
ら
し
な
が
ら
勉
強
し
た
。
父
親
の
一
番
下
の
弟
で
あ
る
Ａ

氏
の
叔
父
に
あ
た
る
人
が
首
都
で
仕
事
を
し
て
お
り
、
Ａ
氏
を
含
む

自
分
の
オ
イ
た
ち
を
自
分
の
家
で
住
み
込
み
さ
せ
、
勉
強
さ
せ
た
か

ら
で
あ
る
。
Ａ
氏
の
父
親
は
三
人
兄
弟
の
長
男
で
あ
り
、
村
に
い
る

一
家
の
子
供
た
ち
に
よ
り
良
い
教
育
を
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い

た
。
一
〇
年
生
の
時
の
一
九
六
八
年
九
月
か
ら
一
九
六
九
年
五
月
末

ま
で
、
地
元
の
ナ
リ
ン
州
コ
チ
ュ
コ
ル
地
域
ク
ズ
ド
ボ
村
に
再
び
戻

り
、
卒
業
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
Ａ
氏
の
家
族
は
教
育
に
熱
心
な
家

族
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
Ａ
氏
は
学
校
一
年
生
か
ら
四
年
ま
で
の
夏
休
み
は
、
親
と
一
緒
に

親
戚
の
草
原
の
ジ
ャ
イ
ロ
ー
（ж

айлоо

）（
（1
（

に
行
っ
て
テ
ン
ト
で
生

活
し
、
馬
乳
酒
を
飲
ん
だ
り
、
馬
に
乗
っ
た
り
、
羊
の
骨
で
遊
ん
だ

り
し
た
。
最
も
楽
し
か
っ
た
の
は
草
原
に
い
る
近
所
の
子
供
た
ち
と

レ
ス
リ
ン
グ
や
羊
の
骨
で
遊
ん
だ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、

草
原
で
暮
ら
し
て
い
る
家
族
た
ち
は
、
一
〇-

一
五
日
ご
と
に
お
互

い
の
家
を
訪
問
し
、
順
番
に
一
頭
の
羊
を
さ
ば
い
て
食
べ
て
い
た
。

そ
の
た
め
こ
の
よ
う
な
時
に
自
分
の
家
に
客
が
来
た
と
き
、
あ
る
い

は
近
所
の
家
に
呼
ば
れ
て
い
っ
た
と
き
に
甘
い
キ
ャ
ラ
メ
ル
や
ク
ッ

キ
ー
な
ど
の
お
菓
子
も
食
べ
ら
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ
た
と
い
う
。

当
時
、
草
原
の
人
々
に
と
っ
て
砂
糖
の
入
っ
た
お
菓
子
は
貴
重
な
食

べ
物
だ
っ
た
。

　
五
年
生
か
ら
七
年
生
ま
で
の
三
ヵ
月
間
の
夏
休
み
は
、
村
の
羊
の
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史
苑
（
第
七
五
巻
第
二
号
）

毛
を
刈
る
時
期
「
ク
ル
ク
ン
」（кы

ркы
н

）
に
あ
た
り
、
一
シ
ー

ズ
ン
（
二
ヵ
月
）
一
五
〇-

二
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
で
コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ

フ
ホ
ー
ズ
で
毛
を
運
ぶ
仕
事
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
。
稼
い
だ
お
金

（
当
時
、
小
麦
粉
五
〇
㎏
が
一
三
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
四
ル
ー
ブ
ル
）

は
親
に
渡
し
、
そ
の
お
金
で
親
が
新
学
期
の
た
め
の
洋
服
や
文
房
具

を
買
っ
て
く
れ
た
。夏
休
み
の
残
り
の
一
ヵ
月
は
、実
家
の
三
〇
ア
ー

ル
（
三
〇
〇
〇
㎡
）
の
庭
の
草
刈
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、
空
い
て
い

る
時
間
に
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
上
記
の
親
戚
の
草
原
に
行
っ
た
り
し

て
過
ご
し
た
。
七
年
生
か
ら
九
年
生
ま
で
（
日
本
の
中
学
校
に
あ
た

る
）
の
夏
休
み
も
、
上
記
の
草
原
に
行
っ
た
以
外
は
、
実
家
の
草
刈

仕
事
や
家
畜
（
馬
一
頭
、
牛
一
頭
、
羊
一
〇
頭
）
の
フ
ン
か
ら
燃
料

を
作
っ
て
過
ご
す
な
ど
、
肉
体
的
な
仕
事
で
家
族
の
長
男
と
し
て
責

任
を
果
た
し
て
い
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
氏
の
家
族
は
知
識
階
層

に
属
し
て
は
い
た
が
、
決
し
て
経
済
的
に
裕
福
で
な
か
っ
た
こ
と
が

想
像
で
き
る
。

　
Ａ
氏
は
、
小
学
校
高
学
年
か
ら
高
校
終
了
ま
で
、
親
元
か
ら
離
れ

て
叔
父
の
家
に
住
み
な
が
ら
首
都
の
学
校
で
勉
強
し
た
こ
と
も
あ

り
、
一
九
六
九
年
九
月
に
首
都
フ
ル
ン
ゼ
（
現
ビ
シ
ュ
ケ
ク
）
の
キ

ル
ギ
ス
医
科
大
学
に
入
学
し
、
一
九
七
五
年
七
月
ま
で
勉
強
し
た
。

一
般
の
奨
学
金
は
二
八
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
が
、
Ａ
氏
は
熱
心
に
勉

強
し
、
成
績
優
秀
者
で
あ
っ
た
た
め
最
も
高
い
奨
学
金
五
六
ル
ー
ブ

ル
を
も
ら
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、ク
ラ
ス
の
学
級
委
員
長
も
務
め
た
。

四-

一-

二
．
　
大
学
生
時
代
の
休
暇

　
Ａ
氏
は
、
大
学
生
時
代
は
、
二
ヵ
月
の
夏
休
み
の
間
に
、
二
〇

人-

三
〇
人
の
大
学
生
グ
ル
ー
プ
で
「
建
設
チ
ー
ム
」（ст

рой

　

от
ряд

）
に
参
加
し
た
。「
建
設
チ
ー
ム
」
と
は
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
や

ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
行
っ
て
家
畜
小
屋
（кош

ар koshar

）
を
作
る
仕

事
で
あ
っ
た
。
も
う
一
つ
の
休
暇
方
法
は
里
帰
り
で
あ
っ
た
。
実
家

に
帰
省
し
て
、
草
刈
り
や
草
集
め
を
し
た
り
、
家
畜
の
フ
ン
で
燃
料

を
作
っ
た
り
、
家
や
家
畜
の
小
屋
な
ど
の
建
設
が
あ
る
場
合
は
レ
ン

ガ
を
作
っ
た
り
す
る
な
ど
家
族
の
一
員
と
し
て
責
任
を
果
た
し
た
。 

　「
建
設
チ
ー
ム
」
に
は
い
く
つ
か
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
二
〇
人

-

三
〇
人
の
大
学
生
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
全
体
の
仕
事
を
指
導
し

チ
ェ
ッ
ク
す
る
司
令
官
が
い
た
。
こ
の
司
令
官
は
各
大
学
に
付
属
し

て
い
た
コ
ム
ソ
モ
ー
ル
機
関
（комсомольская организция 

kom
som

olskaya organiztsiya

）
の
代
表
で
あ
り
、
実
質
的
に

は
共
産
党
職
員
で
あ
っ
た
。
司
令
官
は
学
生
た
ち
が
ノ
ル
マ
を
ど
の

よ
う
に
し
て
達
成
し
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う

に
、
各
グ
ル
ー
プ
に
司
令
官
が
い
た
こ
と
か
ら
、
厳
し
い
監
視
の
下

で
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。 

「
建
設
チ
ー
ム
」
に
は

誰
も
が
行
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志
で
真
剣
に
働
き
た
い

と
い
う
者
が
集
め
ら
れ
た
。
Ａ
氏
は
四
年
間
「
建
設
チ
ー
ム
」
に
参

加
し
た
。
Ａ
氏
の
当
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
朝
七
時
に
起
床
し
、
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社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

朝
食
（
建
設
チ
ー
ム
に
参
加
し
て
い
る
二
人
の
女
性
が
作
っ
て
く
れ

る
）
を
食
べ
て
、
九
時
か
ら
夕
方
の
六
時
ま
で
仕
事
を
す
る
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
仕
事
は
、
小
屋
を
作
る
た
め
の
原
料
の
セ
メ
ン
ト

を
混
ぜ
た
り
セ
メ
ン
ト
を
運
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
あ
っ
て
大
変
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
各
グ
ル
ー
プ
で
競
争
し
な
が
ら
ノ
ル
マ

を
達
成
し
、
勝
っ
た
グ
ル
ー
プ
が
負
け
た
グ
ル
ー
プ
よ
り
高
報
酬
プ

レ
ミ
ア
ム
と
い
う
特
別
な
給
料
を
も
ら
え
る
な
ど
、
ゲ
ー
ム
感
覚
で

あ
っ
た
た
め
大
学
生
の
労
働
に
対
す
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
に

も
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
仕
事
が
終
わ
る
と
仲
間
で
ギ
タ
ー
を

弾
い
て
歌
を
歌
っ
て
過
ご
す
な
ど
、
当
時
、
あ
ま
り
娯
楽
の
な
い
社

会
主
義
社
会
の
中
で
学
生
が
自
分
た
ち
で
楽
し
み
を
見
つ
け
て
い
た

こ
と
が
伺
え
る
。
Ａ
氏
は
、「
建
設
チ
ー
ム
」
に
よ
っ
て
一
シ
ー
ズ

ン
で
二
〇
〇-

三
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
を
も
ら
い
（
当
時
、
小
麦
粉
一

袋
五
〇
㎏
が
一
三
ル
ー
ブ
ル
か
ら
一
四
ル
ー
ブ
ル
で
あ
っ
た
）、
こ

の
お
金
で
、
自
分
の
新
学
期
の
た
め
の
洋
服
代
や
文
房
具
代
な
ど
を

買
っ
て
い
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
Ａ
氏
は
一
〇
ヵ
月
間
首
都
で
毎
日
勉
強
し
て
い

た
た
め
、
建
設
チ
ー
ム
で
は
監
視
さ
れ
た
重
労
働
に
従
事
し
て
い
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
村
落
で
仲
間
と
と
も
に
休
暇
を
過
ご
す
こ
と
に

楽
し
さ
を
見
出
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
大
学
生
に
と
っ
て
は
村
落

で
の
労
働
と
学
生
間
の
交
流
が
さ
さ
や
か
な
休
暇
方
法
だ
っ
た
こ
と

が
伺
え
る
。当
時
は
社
会
主
義
の
管
理
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
下
に
あ
り
、

現
在
の
よ
う
に
自
由
に
温
泉
施
設
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

四-

一-

三
．
　
秋
の
休
み
と
仕
事

　
Ａ
氏
は
大
学
生
時
代
、
秋
期
の
九
月
一
五
日
か
ら
一
月
一
五
日
ま

で
の
二
ヵ
月
間
、
他
の
大
学
生
た
ち
と
一
緒
に
収
穫
を
手
伝
い
に

農
業
労
働
（Сельхозработа Selhozrabota

）
に
行
っ
て
い
た
。

大
学
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
各
グ
ル
ー
プ
を
担
当
す
る
一
人
の
教
員
）

や
他
に
手
伝
っ
て
く
れ
る
教
員
た
ち
も
同
行
し
た
。
農
業
労
働
で
は

医
学
大
学
、
女
子
教
育
大
学
、
そ
し
て
国
立
大
学
と
い
っ
た
キ
ル
ギ

ス
共
和
国
の
上
級
大
学
が
キ
ル
ギ
ス
南
部
の
ジ
ャ
ラ
ル
・
ア
バ
ッ
ド

地
域
の
綿
の
収
穫
に
行
き
、
そ
れ
以
外
の
大
学
は
首
都
に
近
い
地
域

の
村
落
に
赤
カ
ブ
と
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
に
行
っ
た
。
上
級
大
学
は

ジ
ャ
ラ
ル
・
ア
バ
ッ
ド
地
域
に
汽
車
で
二
日
間
か
け
て
行
き
、
汽
車

の
中
で
友
達
と
遊
ん
だ
り
、
歌
っ
た
り
し
て
長
い
時
間
を
過
ご
す
な

ど
の
魅
力
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
遠
い
地
域
に
行
け

る
の
は
上
級
大
学
生
の
特
典
で
あ
り
、
政
府
が
大
学
の
レ
ベ
ル
に

よ
っ
て
差
を
つ
け
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　
農
業
労
働
は
綿
を
と
る
仕
事
で
収
穫
ノ
ル
マ
が
あ
っ
た
。
一
日
の

量
は
一
人
当
た
り
四
〇-

五
〇
㎏
で
、
給
料
は
一
〇
日
間
か
一
五

日
間
ご
と
に
働
い
た
分
量
に
よ
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
。
ノ
ル
マ
以
上

働
い
た
場
合
は
プ
レ
ミ
ア
賞
金
が
も
ら
え
る
制
度
が
あ
り
、
Ａ
氏
は
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五
〇-

六
〇
ル
ー
ブ
ル
を
も
ら
い
、
そ
の
中
か
ら
食
費
も
払
っ
て

い
た
。
宿
泊
は
コ
ル
ホ
ー
ズ
が
用
意
し
て
く
れ
た
シ
イ
パ
ン
（Shy-

ipan

）
と
呼
ば
れ
る
小
屋
で
無
料
だ
っ
た
。
食
事
は
学
生
の
中
か
ら

希
望
す
る
者
が
担
当
と
な
り
作
っ
て
い
た
。

　
Ａ
氏
は
こ
の
仕
事
に
四
年
間
行
っ
た
。
仕
事
は
綿
の
収
穫
が
わ
か

る
者
に
と
っ
て
は
難
し
く
な
い
が
、
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
人
の
中

に
は
腰
を
痛
め
た
者
も
い
た
と
い
う
。
だ
が
仕
事
後
は
皆
と
一
緒
に

映
画
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
見
に
行
く
な
ど
し
て
楽
し
か
っ
た
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
際
に
お
互
い
に
知
り
合
い
結
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
も
多

か
っ
た
。
ま
た
、
雨
が
降
る
と
綿
を
収
穫
で
き
な
い
の
で
友
達
と
一

緒
に
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
ア
ン
ヂ
ジ
ャ
ン
や
サ
マ
ル
カ
ン
ド
を
見
に

行
っ
た
り
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
勉
強
の
な
い
こ
の
二
ヵ
月
間
の

秋
の
仕
事
は
、
観
光
す
る
こ
と
も
で
き
、
な
お
か
つ
上
級
大
学
の
学

生
と
し
て
の
名
声
に
も
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　
Ａ
氏
は
、
大
学
生
時
代
の
一
九
七
三
年
一
月
二
一
日
に
結
婚
し
、

同
年
一
一
月
二
八
日
に
長
男
が
誕
生
し
た
。
結
婚
後
、
二
年
続
け
て

一
一
月
と
一
二
月
に
月
二
回
程
度
、勉
強
の
時
間
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

ピ
シ
ュ
ペ
ク
（П
иш

пек Pishpek

）
駅
に
行
き
、
四-

五
人
で
石

炭
の
台
車
を
列
車
か
ら
下
す
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て
家
族
の
た
め
の
収

入
を
得
て
い
た
。
石
炭
台
車
一
台
分
の
料
金
は
一
二-

一
五
ル
ー
ブ

ル
で
、
副
収
入
と
し
て
助
か
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
当
時
は
勉
強
し
な
が
ら
子
供
を
育
て
る
の
が
難
し
か
っ
た
た
め
、

夏
休
み
に
な
る
と
長
男
を
実
家
が
あ
る
ク
ズ
ル
ド
ボ
村
に
連
れ
て
ゆ

き
両
親
に
預
け
た
。
Ａ
氏
は
結
婚
後
、
夏
休
み
の
「
建
設
チ
ー
ム
」

に
は
参
加
し
な
く
な
り
、
夏
期
中
は
実
家
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
り
、

家
族
を
養
う
た
め
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
結
婚
」
と
い
う
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
Ａ
氏
の
休
暇
の
過

ご
し
方
は
変
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

四-

一-

四
．
　
就
職
以
降
の
休
暇
と
観
光

　
Ａ
氏
は
、一
九
七
五
年
七
月
に
首
都
フ
ル
ン
ゼ
（
現
ビ
シ
ュ
ケ
ク
）

の
キ
ル
ギ
ス
医
科
大
学
を
卒
業
し
、
一
九
七
五
年
八
月
二
〇
日
に
ソ

連
保
健
省
の
命
令
に
よ
り
、
キ
ル
ギ
ス
の
七
つ
の
州
の
な
か
で
最
大

の
面
積
を
持
つ
ナ
リ
ン
州
の
ジ
ュ
ム
ガ
ル
地
区
の
地
区
衛
生
伝
染
病

管
理
セ
ン
タ
ー
の
部
長
・
医
師
に
任
命
さ
れ
た
。
ジ
ュ
ム
ガ
ル
地
区

は
ナ
リ
ン
州
の
五
つ
の
地
区
の
一
つ
で
、
首
都
か
ら
遠
い
距
離
に
あ

る
が
、
当
時
、
こ
の
よ
う
な
開
発
が
遅
れ
て
い
る
地
区
の
レ
ベ
ル
を

向
上
さ
せ
る
た
め
、
首
都
で
卒
業
し
た
学
生
が
派
遣
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
Ａ
氏
は
就
職
以
降
の
様
子
を
次
の
よ
う
に
思
い
出
し

て
い
る
。

「
当
時
、
ジ
ュ
ム
ガ
ル
地
区
で
は
水
道
が
な
く
、
き
れ
い
な
水

が
な
く
、
灌
漑
溝
か
ら
水
を
飲
む
た
め
、
下
痢
を
す
る
人
の

割
合
が
高
か
っ
た
。
私
の
仕
事
は
地
区
住
民
の
家
、
学
校
や
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保
育
園
、
食
堂
や
店
な
ど
の
病
気
の
検
査
、
チ
ェ
ッ
ク
で
あ
っ

た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
難
し
い
地
区
で
働
く
の
が
大
変
だ
っ

た
が
、
た
く
さ
ん
の
経
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。
し
か
し
、

仕
事
が
忙
し
い
た
め
長
期
休
暇
も
取
れ
な
く
て
、
休
暇
施
設

に
行
く
な
ど
は
で
き
な
か
っ
た
。」

　
そ
し
て
、
温
泉
施
設
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
に
関
し
、
Ａ
氏
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
た
。

「
私
が
温
泉
施
設
へ
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
は
じ
め
て
手
に
と
っ

た
の
は
、
ジ
ュ
ム
ガ
ル
地
区
の
仕
事
で
成
果
を
上
げ
た
の
が

国
に
認
め
ら
れ
、
一
九
七
八
年
一
二
月
に
ナ
リ
ン
州
の
中
国

と
の
国
境
線
に
あ
る
、
首
都
か
ら
遠
い
ア
ト
・
バ
シ
地
区
の

六
〇
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
勤
務
す
る
衛
生
伝
染
病
管
理
局
の
主

医
に
転
職
し
、
五
年
間
働
い
た
後
の
こ
と
で
、
就
職
し
て
八

年
目
の
一
九
八
三
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
仕
事
で

成
果
を
上
げ
た
た
め
、
当
時
、
選
ば
れ
る
こ
と
が
難
し
い
と

さ
れ
て
い
た
共
産
党
メ
ン
バ
ー
に
も
な
れ
た
。
温
泉
施
設
へ

の
休
暇
は
二
週
間
で
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
畔
に
位
置
す
る
ゴ

ル
ボ
イ
・
イ
シ
ク
・
ク
ル
と
い
う
温
泉
施
設
（
ク
ロ
ル
ト

K
urort

）
に
妻
と
一
緒
に
行
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
私

の
努
力
が
認
め
ら
れ
た
と
き
は
嬉
し
か
っ
た
。」

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、
ソ
連
で
は
厳
し
い
労
働
管
理
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
理
解
で
き
る
が
、
仕
事
で
成
果
を
上
げ
た
者
に
は
報
償
と

し
て
温
泉
施
設
へ
「
観
光
」
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら

に
、
Ａ
氏
は
夏
に
な
る
と
、
病
気
発
生
が
多
く
仕
事
が
忙
し
く
な
る

こ
と
か
ら
、
夏
は
長
休
暇
が
取
れ
ず
、
温
泉
施
設
に
秋
の
一
一
月
に

し
か
行
け
な
か
っ
た
こ
と
も
、
当
時
の
状
況
を
物
語
っ
て
い
る
。 

温
泉
施
設
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
Ａ 

氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る「

温
泉
施
設
で
は
、
朝
八
時
か
ら
九
時
ま
で
は
朝
食
（
自
炊
で

は
な
く
、
パ
ン
、
お
か
ゆ
、
チ
ー
ズ
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の

温
泉
施
設
で
用
意
さ
れ
た
健
康
的
な
食
事
）、
九
時
か
ら
一
二

時
ま
で
様
々
な
治
療
（
物
理
治
療
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
温
水
プ
ー

ル
あ
る
い
は
温
泉
バ
ス
タ
ブ
に
一
〇
分
だ
け
入
る
治
療
、
泥

治
療
）
を
し
て
、
一
三
時
か
ら
一
四
時
ま
で
は
昼
食
を
取
っ

た
。
一
四
時
か
ら
一
六
時
ま
で
は
寝
た
り
、
横
に
な
っ
た
り

し
た
。
一
六
時
に
お
や
つ
の
時
間
（
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
甘
い
パ

ン
）、
一
七
時
か
ら
一
八
時
ま
で
は
自
由
時
間
で
散
歩
し
て
、

一
八
時
か
ら
一
九
時
ま
で
は
夕
食
の
時
間
、
そ
し
て
、
一
九

時
か
ら
二
二
時
ま
で
自
由
時
間
で
あ
り
、
温
泉
施
設
で
の
私

と
同
じ
く
仕
事
で
成
果
を
上
げ
て
休
暇
し
て
い
る
人
と
交
流

し
て
い
た
。
四-

五
家
族
が
二
日
に
一
回
、
順
番
に
お
互
い

の
部
屋
で
お
茶
を
飲
ん
だ
り
、
ご
飯
を
食
べ
た
り
、
チ
ェ
ス

を
し
た
り
し
た
。
ま
た
、
温
泉
施
設
滞
在
中
、
友
達
や
、
親

戚
、
ま
た
は
部
下
や
後
輩
の
人
が
訪
ね
て
来
る
こ
と
が
あ
っ
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た
。
そ
の
際
、
訪
問
客
が
持
っ
て
来
て
く
れ
た
一
頭
分
の
煮

た
羊
の
肉
、
パ
ン
、
ピ
ラ
フ
、
麺
、
お
菓
子
類
や
お
酒
を
私

は
妻
と
二
人
だ
け
で
食
べ
き
れ
な
い
の
で
、
温
泉
施
設
で
交

流
し
て
い
る
人
達
と
一
緒
に
食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
し
た
。
交

流
し
た
人
た
ち
と
仲
良
く
な
っ
て
、
温
泉
施
設
で
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
た
。
ま
た
、
お
金
を
払
っ
て
、
現
地
を
廻
る
遠

足
に
も
行
っ
た
。」

 

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
氏
の
温
泉
施
設
で
の
滞
在
の
楽
し
み

は
、
温
泉
、
泥
治
療
、
物
理
治
療
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
る
こ
と
や
、

現
地
を
廻
る
遠
足
に
行
く
こ
と
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
観
光
」
だ
け
で

は
な
く
、
同
じ
く
仕
事
で
成
果
を
上
げ
た
人
た
ち
と
夏
の
仕
事
を
終

え
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
交
流
す
る
こ
と
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「
温
泉
施
設
の
他
に
、
休
暇
の
時
に
、
先
輩
の
共
産
党
ア
ト
・

バ
シ
地
区
一
等
書
記
が
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
共
産
党
に
関
す
る

勉
強
を
し
て
い
た
際
に
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
誘
わ
れ
妻
と
一

緒
に
一
九
八
一
年
と
一
九
八
六
年
に
そ
れ
ぞ
れ
三
日
間
滞
在

し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
ア
ル
マ
ア
タ
市
内
観
光
の
他
に
ス
ケ
ー

ト
場
や
ス
キ
ー
場
に
行
っ
た
。 

ま
た
、
た
ま
に
夏
の
土
日
だ

け
に
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
近
辺
の
友
達
や
親
戚
の
と
こ
ろ
に

泊
ま
り
、
湖
に
入
っ
た
り
し
て
、
休
日
を
過
ご
し
た
。
だ
が

殆
ど
の
場
合
、
夏
期
の
七-

八
月
は
病
院
の
仕
事
の
他
に
、

草
刈
り
の
仕
事
も
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た
。
一
ヵ
月
で

四
〇
ｈ
ａ
の
草
を
刈
る
計
画
を
実
行
す
る
ま
で
は
、
そ
の
村

に
テ
ン
ト
を
持
っ
て
行
っ
て
泊
ま
っ
て
い
た
。
私
の
部
下
た

ち
は
順
番
で
長
休
暇
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
上
司
で
あ
っ

た
私
は
長
休
暇
を
取
れ
ず
草
刈
の
仕
事
も
や
っ
た
。
さ
ら
に
、

冬
は
高
い
山
の
と
こ
ろ
で
牧
畜
し
て
い
る
人
々
を
訪
ね
て
、

ご
飯
が
あ
る
か
、
郵
便
が
届
い
て
い
る
か
、
家
畜
の
餌
は
あ

る
か
、
医
療
援
助
が
届
い
て
い
る
か
を
確
認
す
る
と
い
っ
た

こ
と
も
し
て
い
た
。」

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ａ
氏
が
共
産
党
メ
ン
バ
ー
の
友
達
を
訪
れ
る

理
由
で
隣
の
国
に
行
っ
た
り
、
土
日
に
湖
に
行
っ
た
り
す
る
な
ど
、

こ
の
時
期
に
も
「
観
光
」
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

一
方
、
夏
で
も
冬
で
も
責
任
を
も
っ
て
病
院
の
仕
事
や
共
産
党
の
仕

事
も
こ
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
、
ソ
連
の
シ
ス
テ
ム

は
計
画
経
済
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
Ａ
氏
の
生
活
に
も
影
響
を
与
え

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
ソ
連
時
代
に
は
中
央
で
政
府
方
針
と

し
て
の
五
ヵ
年
経
済
計
画
が
立
案
さ
れ
、
こ
れ
が
「
ノ
ル
マ
」
と
い

う
形
で
企
業
に
指
示
さ
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
工
場
の
企
業

長
の
最
大
の
任
務
は
「
ノ
ル
マ
」
の
達
成
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
の
達

成
率
が
、
中
央
機
関
か
ら
の
成
績
を
決
定
し
、
達
成
で
き
な
い
場
合

企
業
長
は
従
業
員
か
ら
も
批
判
の
対
象
と
も
な
る
。
賃
金
も
企
業
の

ノ
ル
マ
か
ら
各
職
場
の
ノ
ル
マ
、
個
人
の
ノ
ル
マ
に
よ
っ
て
決
定
さ

れ
、
ノ
ル
マ
の
達
成
率
、
す
な
わ
ち
ノ
ル
マ
を
超
過
し
て
達
成
す
る
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こ
と
に
応
じ
て
、収
入
が
増
え
る
よ
う
な
制
度
に
な
っ
て
い
た
。従
っ

て
、
あ
る
企
業
が
ノ
ル
マ
を
達
成
で
き
な
い
場
合
は
そ
れ
だ
け
収
入

が
減
っ
た
。
こ
れ
に
関
し
絵
野
沢
（
一
九
六
五
）
は
、
ソ
連
の
能
力

主
義
の
思
想
が
徹
底
し
た
人
的
能
力
中
心
の
社
会
機
構
と
、
ア
メ
リ

カ
の
能
率
を
中
心
と
す
る
生
産
機
構
と
は
全
く
同
じ
も
の
で
あ
り
、

ソ
連
に
お
い
て
は
能
力
主
義
の
給
与
体
系
で
あ
り
、
能
力
の
あ
る
も

の
は
収
入
が
多
い
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
Ａ
氏
の
話
に
よ

る
と
ソ
連
時
代
の
平
均
給
料
は
七
〇-

八
〇
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
が
、

五
〇
㎏
の
小
麦
粉
一
袋
が
一
二
ル
ー
ブ
ル
、
マ
ッ
チ
は
一
コ
ペ
イ
カ

で
買
え
た
た
め
、
ど
の
社
会
地
位
の
人
も
苦
労
し
な
か
っ
た
こ
と
が

理
解
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
高
い
給
料
で
は
な
く
、
国
民
の
報

償
と
し
て
温
泉
施
設
や
休
暇
施
設
へ
の
可
能
性
を
与
え
、
ソ
連
政
府

が
国
民
を
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。

「
私
が
ア
ト
・
バ
シ
地
区
で
も
成
果
を
上
げ
た
こ
と
か
ら
、

さ
ら
に
も
っ
と
遠
い
地
区
で
あ
る
ア
ク
・
タ
ラ
ー
地
区
の

地
区
セ
ン
ト
ラ
ル
病
院
の
院
長
に
転
職
し
一
九
八
三
年-

一
九
八
六
年
ま
で
三
年
間
働
い
た
。
そ
の
後
一
九
八
六
年

一
一
月
に
、
ナ
リ
ン
州
の
一
番
大
き
い
地
区
（
人
口
五
万
人
）

で
あ
る
コ
チ
ュ
コ
ル
地
区
の
地
区
病
院
が
遅
れ
て
い
る
か
ら
、

そ
こ
で
働
い
て
欲
し
い
と
言
わ
れ
、
主
医
と
し
て
転
勤
し

一
九
九
〇
年
ま
で
働
い
た
。
そ
の
結
果
、一
九
八
七
年
に「
ジ
ェ

テ
ィ
・
オ
グ
ズ
」
と
い
う
温
泉
施
設
に
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
も
ら
っ

て
行
っ
た
。
そ
の
他
に
、
一
九
八
九
年
に
モ
ス
ク
ワ
で
開
か

れ
た
第
一
回
ソ
連
全
国
の
医
療
会
議
に
私
と
他
の
六
〇
人
の

人
が
出
席
し
た
際
に
モ
ス
ク
ワ
市
内
観
光
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
同
年
、
私
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
キ
エ
フ
市
に
研
修
に
行
く

こ
と
に
な
り
、
研
修
が
終
わ
る
頃
に
妻
を
呼
び
寄
せ
て
二
人

で
観
光
し
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。」

　
こ
の
よ
う
な
説
明
か
ら
は
、
ソ
連
民
は
仕
事
や
勉
強
の
理
由
か
ら

モ
ス
ク
ワ
を
訪
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
と
同
時
に
、
ソ
連
政
府
が
こ
の

よ
う
な
方
法
で
も
国
民
に
「
観
光
」
を
与
え
て
い
た
こ
と
が
理
解
で

き
る
。

　
そ
の
後
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
が
実
行
さ
れ
、
一
九
九
〇
年
に
は
民

主
的
な
国
会
議
員
選
挙
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
勤
務
先
の
病
院
か
ら

選
挙
に
出
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
た
Ａ
氏
は
七
人
選
挙
の
中
か
ら
コ

チ
ュ
コ
ル
地
区
民
に
選
ば
れ
、
議
員
に
な
り
一
九
九
五
年
ま
で
務
め

た
と
同
時
に
、
一
九
九
一
年
の
二
月
に
Ａ
氏
は
、
ナ
リ
ン
州
レ
ベ
ル

の
保
健
管
理
局
局
長
に
選
ば
れ
た
。

四-

二
．
　
独
立
後
の
資
本
主
義
へ
の
移
行
と
観
光

　
キ
ル
ギ
ス
は
一
九
九
一
年
八
月
三
一
日
に
独
立
を
宣
言
し
、
世
界

二
〇
〇
ヵ
国
の
承
認
を
得
、
翌
年
五
月
憲
法
を
制
定
、
同
時
に
初
め

て
キ
ル
ギ
ス
通
貨
を
発
行
し
た
。
し
か
し
、
独
立
後
の
数
年
間
は
、
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キ
ル
ギ
ス
経
済
に
と
っ
て
非
常
に
苦
し
い
歳
月
で
あ
っ
た
。
と
り
わ

け
、
市
場
経
済
は
か
つ
て
な
い
衰
退
を
招
い
た
。
一
九
九
二
年
～

一
九
九
五
年
間
に
は
工
場
と
農
業
面
で
の
生
産
は
大
幅
に
下
落
し
た

（
秋
吉
、
二
〇
一
二
）。

　
ソ
連
時
代
に
は
政
治
や
経
済
に
関
す
る
事
柄
は
中
央
部
の
モ
ス
ク

ワ
を
中
心
に
計
画
さ
れ
、
そ
れ
を
実
行
す
る
の
が
キ
ル
ギ
ス
を
含
む

一
五
の
各
国
で
あ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
は
独
立
し
た
国
々
が
自
力

で
発
展
方
向
を
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
キ
ル
ギ
ス
は
、
経

済
政
策
の
一
つ
と
し
て
観
光
推
進
を
決
め
た
。
同
じ
く
独
立
し
た
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
に
存
在
す
る
天
然
ガ
ス
や
石
油
と

い
っ
た
天
然
資
源
が
キ
ル
ギ
ス
に
は
存
在
し
な
い
た
め（
（1
（

、
キ
ル
ギ
ス

は
自
然
資
源
を
生
か
し
た
観
光
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
経
済
を
発

展
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
（Anderson, 1999
）。
現
在
の
キ

ル
ギ
ス
に
あ
た
る
地
域
は
、
ソ
連
時
代
か
ら
「
辺
境
地
」
と
し
て
の

扱
い
を
受
け
、
基
本
的
に
農
業
畜
産
地
域
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て

き
た
（
岩
田
ほ
か
、
二
〇
〇
八
：
二
九
）。
一
九
九
一
年
の
独
立
後
、

キ
ル
ギ
ス
は
市
場
経
済
化
を
進
め
て
い
る
が
（
岩
崎
、
二
〇
〇
三
）、

森
は
キ
ル
ギ
ス
の
市
場
経
済
化
は
失
敗
で
あ
っ
た
と
主
張
し
、
キ
ル

ギ
ス
が
深
刻
な
貧
困
に
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
国
際
支
援
機
関
の
間
で

広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
る
（
森
、
二
〇
〇
八 

ｂ
）。
市
場
経

済
化
の
失
敗
を
克
服
す
る
た
め
に
は
持
続
的
経
済
発
展
が
不
可
欠
で

あ
り
（
森
、
二
〇
〇
八 

ａ
）、
観
光
開
発
お
よ
び
地
下
資
源
開
発
は
、

キ
ル
ギ
ス
の
経
済
発
展
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
国
家
戦
略

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
岩
田
ほ
か
、
二
〇
〇
八
：
二
九
）。

だ
が
観
光
に
関
す
る
法
律
は
ソ
連
崩
壊
後
直
後
に
は
存
在
せ

ず
、
一
九
九
九
年
に
な
っ
て
か
ら
「
観
光
に
関
す
る
法
律
（Law

 
of Tourism

）」
が
制
定
さ
れ
、
そ
れ
以
降
よ
う
や
く
キ
ル
ギ
ス
で

は
観
光
に
よ
る
外
貨
獲
得
の
議
論
が
盛
ん
に
な
っ
た
（
岩
田
ほ
か
、

二
〇
〇
八
：
二
九
）。
二
〇
〇
七
年
四
月
に
は
観
光
庁
（State

　

Agency

　on Tourism

）
が
独
立
機
関
と
し
て
設
置
さ
れ
、
観
光

に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
っ
た
（ibid

）。
そ
の
結
果
、
キ
ル
ギ
ス
共

和
国
の
国
内
総
生
産
（G

D
P

）
へ
の
観
光
の
寄
与
は
、
一
九
九
一

年
の
〇
・
二
％
に
対
し
、
二
〇
〇
四
年
に
は
四
・
七
％
に
上
昇
し
た
。

比
較
対
象
と
し
て
隣
国
を
み
て
み
る
と
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
のG

D
P

に
占
め
る
観
光
の
割
合
は
い
ず
れ
も
一
％
未

満
で
あ
り
、タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
は
〇
・
二
％
に
す
ぎ
な
い
（A

lm
aky-

chykov, 2005

）。

　
だ
が
独
立
以
降
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
市
民
格
差
も
生
じ
、
そ
れ
は
観

光
に
も
反
映
さ
れ
た
。
Ａ
氏
は
資
本
主
義
以
降
の
温
泉
施
設
へ
の
バ

ウ
チ
ャ
ー
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ソ
連
時
代
、
私
は
労
働
組
合
の
温
泉
施
設
の
バ
ウ
チ
ャ
ー

は
総
額
の
一
〇
％
だ
け
を
支
払
っ
て
入
手
し
て
い
た
が
、
ソ

連
が
崩
壊
し
て
か
ら
は
三
〇
％
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
た
。
さ
ら
に
、
ソ
連
崩
壊
直
後
、
温
泉
施
設
の
状
態
も



－  154  －－  155  －

社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

悪
化
し
、
温
泉
施
設
が
電
気
や
ガ
ス
の
料
金
を
支
払
え
な
い
、

温
泉
や
泥
治
療
を
行
え
な
い
な
ど
の
問
題
が
発
生
し
た
た
め
、

し
ば
ら
く
の
間
温
泉
施
設
に
は
行
け
な
か
っ
た
。」

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
労
働
者
が
温
泉
施
設
を
使
用
で
き
な
い
程
、
労

働
者
ら
の
休
暇
に
も
変
化
が
生
じ
、
独
立
以
降
の
観
光
推
進
化
は
温

泉
施
設
の
利
用
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

「
し
か
し
、
一
九
九
五
‐
一
九
九
六
年
頃
か
ら
資
本
主
義
へ
の

軌
道
に
乗
り
、
国
の
状
況
が
良
く
な
っ
て
き
て
、
バ
ウ
チ
ャ
ー

が
国
→
州
→
地
区
レ
ベ
ル
で
の
順
番
で
再
び
配
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
だ
が
相
変
わ
ら
ず
一
つ
の
地
区
の
機
関
に
一
年

間
で
最
大
一
〇
人
に
配
ら
れ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
数
に
制
限

が
あ
っ
た
。」

　
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
み
る
と
、
ソ
連
が
崩
壊
し
た
直
後
で
も
、
休

業
者
に
報
償
と
し
て
与
え
る
温
泉
施
設
へ
の
「
観
光
」
に
関
し
て
は

金
額
に
多
少
の
変
化
は
あ
っ
た
が
、
制
度
自
体
に
は
変
化
が
み
ら
れ

な
い
。
し
か
し
、
ソ
連
時
代
に
労
働
組
合
が
管
理
し
て
い
た
ジ
ャ

ラ
ル
・
ア
バ
ッ
ド
（Ж

алал-Абад Jalal-Abad

）、
イ
シ
ク
ア

タ
（Ы

сы
к-Ат

а Ysyk-Ata

）、
ジ
ェ
ル
ガ
ラ
ン
（Д

ж
ергалан 

Jergalan

）
ジ
ェ
テ
ィ
・
オ
グ
ス
（Ж

ет
и-О

гуз Jety-O
gyz

）、

キ
ル
ギ
ス
タ
ン
（К

ы
ргы

зст
ан K

yrgyzstan

）、
ゴ
ル
ボ
イ
・

イ
シ
ク
・
ク
ル
（Голубой И

ссы
к-К

уль G
oluboi Issyk-K

ul

）

と
い
う
温
泉
や
泥
治
療
を
提
供
し
て
い
る
温
泉
施
設
の
温
泉
治
療

や
、
泥
治
療
が
な
い
オ
シ
ュ
（О

ш
 O

sh

）、
ア
ラ
ト
オ
（Ала-

Тоо Ala-Too

）、
チ
ョ
ル
ポ
ン
ア
タ
（Ч

олпон-Ат
а C

holpon-
Ata

）
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
や
休
暇
ホ
ー
ム
、
お
よ
び
ア
ル
ス
タ
ン
バ

プ
（Арст

анбап Arstanbap

）
と
い
う
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
管
理
し

て
い
る
管
理
局
が
、
二
〇
〇
九
年
に
「
キ
ル
ギ
ス
リ
ゾ
ー
ト
観
光
管

理
局
」（U

pravlenie K
yrgyzkurortturizm

a

）
と
い
う
新
た
な

名
前
の
フ
ァ
ン
ド
と
し
て
誕
生
し
、
就
業
者
の
温
泉
施
設
や
休
暇

ホ
ー
ム
へ
の
バ
ウ
チ
ー
を
配
布
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
な
制

度
で
は
、
フ
ァ
ン
ド
の
会
員
は
保
険
料
と
し
て
給
料
の
〇
・
二
五
％

-

一
％
を
管
理
局
に
支
払
う
。
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
一
〇
％-

三
〇
％
で

購
入
す
る
シ
ス
テ
ム
は
以
前
と
か
わ
ら
な
い
が
、
二
〇
〇
九
年
か
ら

は
リ
ゾ
ー
ト
を
労
働
組
合
の
会
員
で
は
な
い
一
般
人
に
も
公
開
し
、

温
泉
施
設
や
休
暇
ホ
ー
ム
を
観
光
施
設
と
し
て
自
由
化
し
た
。
つ
ま

り
、
キ
ル
ギ
ス
リ
ゾ
ー
ト
観
光
管
理
局
か
ら
買
わ
な
く
て
も
、
温
泉

施
設
の
現
地
に
行
け
ば
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
購
入
で
き
、
温
泉
プ
ー
ル
や

風
呂
を
利
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
馬
乳
の
時

期
（
五-

六
月
）
に
な
る
と
、
温
泉
施
設
に
宿
泊
だ
け
を
目
的
と
し

て
訪
れ
る
人
も
い
る
。
さ
ら
に
、
浴
室
の
バ
ス
タ
ブ
に
温
泉
水
が
で

る
部
屋
や
、
部
屋
ま
で
食
事
の
配
達
や
部
屋
で
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
受
診

サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
な
ど
の
上
級
ク
ラ
ス
の
部
屋
も
現
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
地
位
が
高
い
人
や
富
裕
層
し
か
利
用
で
き
な

い
部
屋
や
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
施
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設
に
も
資
本
主
義
に
特
徴
的
な
格
差
が
生
じ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

Ａ
氏
も
、
一
九
九
一
年
か
ら
一
九
九
年
ま
で
国
会
議
員
と
同
時
に

一
九
九
一
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
ナ
リ
ン
州
保
健
管
理
局
局
長
、

二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
ナ
リ
ン
州
議
員
会
会
長
と
い
っ

た
高
い
地
位
あ
っ
た
た
め
、
温
泉
施
設
の
上
級
階
級
を
対
象
と
す
る

部
屋
に
滞
在
で
き
た
。

　
一
方
、
障
害
者
や
年
金
生
活
者
は
労
働
組
合
管
理
の
温
泉
施
設
や

休
暇
ホ
ー
ム
を
無
料
で
使
用
で
き
た
が
、
ソ
連
時
代
も
現
在
も
、
労

働
組
合
か
ら
で
は
な
く
社
会
保
護
省
か
ら
バ
ウ
チ
ャ
ー
が
分
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
温
泉
施
設
の
利
用
も
幅
広
く
変
化
し
た
の

だ
と
い
え
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
一
九
九
一
年-

二
〇
〇
五
年
の
間
に
は
、
キ
ル
ギ
ス
の

公
共
施
設
の
七
〇
％
が
民
主
化
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
公
共
施
設
は
自

治
体
や
個
人
の
所
有
に
移
管
さ
れ
た
（Ibragim

ova, 2007

）。
ま

た
は
、
ソ
連
時
代
に
は
ま
だ
開
拓
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
イ
シ
ク･

ク

ル
湖
周
辺
の
土
地
も
開
発
さ
れ
た
た
め
、
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
畔
は
民

宿
か
ら
高
級
ホ
テ
ル
に
い
た
る
ま
で
幅
広
い
観
光
施
設
が
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
土
日
や
休
暇
の
際
に
湖
に
行
く
、

あ
る
い
は
長
休
暇
に
行
く
こ
と
が
一
般
化
し
た
。

「
温
泉
施
設
の
他
に
、
私
は
家
族
と
一
緒
に
、
一
九
九
一
年
か

ら
ジ
ャ
イ
ロ
ー
に
毎
年
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
ソ
連
時
代
に

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
国
が
所
有
す
る
羊
を
飼
育
し
、
私
と
同
じ
く

仕
事
で
成
果
を
上
げ
た
た
め
区
民
に
認
め
ら
れ
国
会
議
員
に

な
っ
た
人
と
友
達
に
な
っ
た
。
ソ
連
が
崩
壊
し
て
か
ら
は
個

人
で
馬
を
飼
え
る
よ
う
に
な
り
、
彼
は
私
を
草
原
に
招
待
し

て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
毎
年
訪
れ
、
現
在
ま
で
に

い
た
る
。」

　
こ
の
こ
と
は
、
ソ
連
が
崩
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
、
温
泉
施
設
を
対

象
と
し
た
観
光
が
誕
生
し
た
以
外
に
も
、「
草
原
観
光
」
が
始
ま
っ

た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ソ
連
崩
壊
直
後
に
は
「
草
原
観
光
」
は

Ａ
氏
の
よ
う
な
上
流
階
級
の
人
々
し
か
で
き
な
か
っ
た
休
暇
の
一
種

で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
キ
ル
ギ
ス
で
は
「
草
原
観
光
」
が
盛
ん
に
な

り
、
海
外
か
ら
の
旅
行
客
が
訪
れ
る
ほ
ど
の
観
光
資
源
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　
Ａ
氏
は
、
一
九
九
五
年
に
、
キ
ル
ギ
ス
の
英
雄
マ
ナ
ス

（М
анас

）（
（1
（

の
一
〇
〇
〇
年
記
年
が
祝
わ
れ
た
際
、「
マ
ナ
ス
　

一
〇
〇
〇
」賞
を
受
賞
し
た
。
ま
た
一
九
九
六
年
に
国
の
大
統
領
賞
、

一
九
九
九
年
に
は
名
誉
医
者
の
称
号
を
受
け
た
。
さ
ら
に
、
キ
ル
ギ

ス
独
立
以
降
は
国
会
議
員
と
し
て
医
療
関
係
の
出
張
に
も
行
っ
た
。

そ
れ
ら
、キ
ル
ギ
ス
で
医
療
改
革
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。

ま
ず
一
九
九
二
年
に
国
会
議
員
と
し
て
ト
ル
コ
に
出
張
し
、
そ
の
後

一
九
九
三
年
は
ド
イ
ツ
に
保
健
管
理
シ
ス
テ
ム
の
視
察
の
た
め
に
訪

れ
、
一
九
九
四
年
に
は
医
療
関
係
の
一
ヵ
月
の
研
修
で
ア
メ
リ
カ
を

訪
れ
た
。
そ
の
後
の
一
九
九
七
年
に
ス
イ
ス
、
一
九
九
八
年
に
は
イ
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ギ
リ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
医
療
や
保
健
の
シ
ス
テ
ム
の
視
察
の
た

め
に
訪
れ
た
。
そ
の
結
果
、
キ
ル
ギ
ス
に
民
間
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
や

ド
イ
ツ
式
自
己
負
担
の
医
療
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
さ
れ
、
ソ
連
式
シ

ス
テ
ム
で
あ
っ
た
ベ
ッ
ド
の
数
に
対
し
て
国
家
が
援
助
す
る
方
式
で

は
な
く
、
患
者
人
数
に
よ
っ
て
国
家
が
医
療
機
関
に
援
助
す
る
シ
ス

テ
ム
が
導
入
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
キ
ル
ギ
ス
独
立
以
降
行
わ
れ
た

Ａ
氏
の
海
外
出
張
は
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
医
療
や
保
健
改
革
に
貢

献
し
た
。
だ
が
同
時
に
海
外
出
張
の
際
の
市
内
観
光
な
ど
は
、
ソ
連

時
代
に
は
想
像
し
が
た
か
っ
た
海
外
へ
の
旅
を
Ａ
氏
が
体
験
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
ソ
連
崩
壊
が
も
た
ら
し
た
「
自
由
」
を
示

唆
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
だ
が
二
〇
〇
五
年
に
は
キ
ル
ギ
ス
で
は
州
レ
ベ
ル
の
機
関
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
、
Ａ
氏
も
そ
れ
ま
で
従
事
し
て
い
た
州
レ
ベ
ル
の
仕
事

を
失
っ
た
。
そ
の
た
め
Ａ
氏
は
首
都
ビ
シ
ュ
ケ
ク
に
あ
る
保
健
省
の

国
民
保
健
部
部
長
に
転
任
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
の
社
会
体
制
の
変
化
は

三
〇
年
間
人
生
を
さ
さ
げ
た
ナ
リ
ン
州
を
後
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
Ａ
氏
の
人
生
に
大
変
化
を
も
た
ら
し
た
。

　
ま
た
、
二
〇
〇
八
年
に
「
国
家
名
誉
年
金
生
活
者
が
三
年
間
に
一

回
無
料
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
も
ら
え
る
」
と
い
う
制
度
が
で
き
た
こ
と

か
ら
、
Ａ
氏
も
二
〇
〇
八
年
に
国
家
名
誉
年
金
生
活
者
に
な
っ
た
こ

と
が
理
由
で
、二
〇
〇
九
年
ま
で
は
、無
料
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
も
ら
っ

て
一
回
だ
け
温
泉
施
設
に
行
っ
た
。
後
に
二
〇
〇
九
年
に
マ
ネ
タ
イ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（
貨
幣
化
）
の
法
律
が
成
立
し
、
無
料
バ
ウ
チ
ャ
ー
の

代
わ
り
の
お
金
が
年
金
額
に
加
算
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
Ａ
氏
は
、

名
誉
年
金
生
活
者
と
し
て
一
般
よ
り
少
し
だ
け
多
い
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
が
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
も
ら
っ
て
温
泉
施
設
に
行
く
こ
と
は
出

来
な
く
な
っ
た
。
資
本
主
義
化
し
た
キ
ル
ギ
ス
政
府
の
観
光
政
策
に

よ
っ
て
、
Ａ
氏
の
休
暇
に
は
「
温
泉
旅
行
」
が
な
く
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
結
果
、
現
在
は
長
休
暇
中
に
は
、
家
族
と
一
緒
に
イ
シ
ク
・

ク
ル
湖
の
近
く
に
親
戚
の
家
に
泊
ま
り
、
湖
に
入
っ
た
り
、
さ
ら
に
、

草
原
に
も
毎
年
一
〇
日
間
家
族
と
一
緒
に
行
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ

れ
は
社
会
体
制
の
変
化
に
伴
っ
て
観
光
も
変
化
し
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
以
上
、
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
キ
ル
ギ
ス
現
代
史
の
中
に

位
置
づ
け
て
き
た
。
前
述
の
よ
う
に
、
彼
は
ソ
連
時
代
に
は
休
暇
の

時
に
自
由
に
温
泉
施
設
に
行
く
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
彼
の
仕
事

は
、
キ
ル
ギ
ス
の
七
つ
の
州
の
一
つ
で
あ
る
ナ
リ
ン
州
の
中
の
成
長

が
遅
れ
て
い
る
ジ
ュ
ム
ガ
ル
地
区
で
の
地
区
衛
生
伝
染
病
管
理
セ
ン

タ
ー
長
の
任
務
か
ら
始
ま
り
、
ア
ト
・
バ
シ
地
区
、
ア
ク
・
タ
ラ
ー

地
区
、
コ
チ
ュ
コ
ル
地
区
と
い
っ
た
ナ
リ
ン
州
の
各
地
区
を
転
任
し

た
。
Ａ
氏
に
よ
る
と
、
転
任
の
た
び
に
新
し
い
地
区
の
こ
と
や
新
た

な
人
間
関
係
を
知
り
慣
れ
る
の
は
大
変
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

だ
が
成
長
が
遅
れ
て
い
る
地
区
に
お
け
る
Ａ
氏
の
仕
事
の
成
果
が
認

め
ら
れ
、
共
産
党
メ
ン
バ
ー
に
な
る
と
と
も
に
ナ
リ
ン
州
保
健
管
理
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史
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局
長
、
ナ
リ
ン
議
員
会
会
長
、
国
会
議
員
と
ま
で
成
長
し
高
い
社
会

地
位
を
獲
得
し
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ま
た
Ａ
氏
は
仕
事
で
成
果

を
上
げ
た
報
償
と
し
て
休
暇
の
際
の
温
泉
施
設
へ
の
「
観
光
」
が
与

え
ら
れ
、そ
れ
が
威
信
に
も
つ
な
が
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。
さ
ら
に
、

社
会
地
位
が
上
が
る
た
び
に
、
温
泉
施
設
で
の
滞
在
が
リ
ュ
ッ
ク
ス

（лю
кс

）
と
い
っ
た
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム
に
変
わ
り
、
社
会
地
位
の
変

化
に
よ
っ
て
休
暇
条
件
が
変
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
Ａ
氏
は
仕
事
の

つ
い
で
に
モ
ス
ク
ワ
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ま
で
観
光
す
る
な
ど
、
長
休
暇

の
際
に
、
ソ
連
領
内
の
多
く
の
温
泉
施
設
を
使
用
し
た
り
、
ソ
連
時

代
に
は
共
産
党
地
区
一
等
書
記
に
誘
わ
れ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
ま
で
観
光

し
た
り
し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
社
会
地
位
が
上
が
る
の
に
従
い
休
暇
時
に
「
観
光
」
が

出
来
た
と
い
う
現
象
に
は
、
社
会
的
な
要
素
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
Ａ
氏
が
仕
事
上
で
付
き
合
い
を
持
っ

た
人
物
と
そ
の
人
た
ち
に
贈
っ
た
謝
礼
品
の
存
在
で
あ
る
。
Ａ
氏
は

共
産
党
地
区
一
等
書
記
や
三
等
書
記
と
か
な
り
近
い
関
係
を
結
び
、

Ａ
氏
が
上
の
地
位
に
転
職
す
る
た
び
に
、
お
礼
と
し
て
地
位
の
高
い

共
産
党
一
等
書
記
に
モ
ノ
を
贈
っ
て
い
た
。
Ａ
氏
は
、
こ
れ
は
決
し

て
賄
賂
で
は
な
く
、
尊
敬
す
る
人
に
感
謝
の
気
持
を
伝
え
る
為
に

贈
っ
て
い
た
の
だ
と
説
明
す
る
。
通
常
は
Ａ
氏
自
身
が
共
産
党
書
記

の
家
を
訪
ね
る
こ
と
は
な
く
、
Ａ
氏
の
妻
が
お
礼
の
挨
拶
に
行
っ
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ソ
連
時
代
に
は
妻
が
夫
の

出
世
の
為
に
行
っ
た
行
為
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、

休
暇
時
に
一
定
の
人
に
し
か
与
え
ら
れ
な
い
温
泉
施
設
へ
の
バ
ウ

チ
ャ
ー
や
他
の
町
へ
の
「
観
光
」
に
は
、
仕
事
上
で
の
こ
う
い
っ
た

深
い
人
間
関
係
が
必
要
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

　
し
か
し
、
資
本
主
義
化
以
降
の
キ
ル
ギ
ス
で
は
、
温
泉
施
設
へ
行

く
こ
と
は
す
で
に
仕
事
の
報
償
で
は
な
く
一
般
化
さ
れ
、
経
済
的
に

余
裕
が
あ
る
人
し
か
行
け
な
く
な
っ
た
た
め
、
市
民
の
間
に
観
光
に

関
す
る
格
差
が
生
じ
た
。
Ａ
氏
も
現
在
は
年
金
生
活
を
し
、
経
済
的

な
余
裕
が
な
い
こ
と
か
ら
、
温
泉
施
設
に
行
け
な
く
な
っ
た
。
だ
が

同
時
に
、
キ
ル
ギ
ス
独
立
後
は
、
そ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
湖

で
の
休
暇
も
一
般
化
し
た
。
イ
シ
ク
・
ク
ル
湖
近
辺
に
Ａ
氏
の
親
戚

の
家
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
Ａ
氏
の
観
光
も
バ
ウ
チ
ャ
ー
を
用
い
た

観
光
か
ら
、
自
由
に
泊
ま
れ
る
「
草
原
観
光
」
や
「
湖
観
光
」
へ
と

変
化
し
た
。
さ
ら
に
、
経
済
的
に
余
裕
が
あ
る
人
は
独
自
に
海
外
旅

行
を
す
る
な
ど
、
現
在
の
キ
ル
ギ
ス
で
は
観
光
の
多
様
化
が
進
行
し

て
い
る
。

五
．
　
考
察

　
以
上
、
本
稿
で
は
社
会
体
制
転
換
に
生
き
た
あ
る
個
人
の
ラ
イ
フ

ヒ
ス
ト
リ
ー
を
分
析
対
象
と
し
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
「
観
光
」
の

変
容
に
つ
い
て
分
析
し
て
き
た
。
本
稿
が
扱
っ
た
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ



－  158  －－  159  －

社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

ス
ト
リ
ー
対
象
期
間
は
、
Ａ
氏
が
生
ま
れ
た
ソ
連
時
代
の
一
九
五
二

年
か
ら
独
立
以
降
の
現
在
の
二
〇
一
四
年
で
あ
る
が
、
ソ
連
と
い
う

大
き
な
枠
組
が
七
〇
年
存
在
し
た
こ
と
か
ら
、
分
析
の
際
に
は
ソ
連

の
歴
史
全
体
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。 

　
帝
政
ロ
シ
ア
の
国
家
統
治
支
配
を
受
け
る
以
前
の
キ
ル
ギ
ス
に
お

け
る
温
泉
の
利
用
は
現
在
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
温
泉
は
中
央
ア
ジ

ア
を
始
め
中
国
や
イ
ン
ド
と
い
っ
た
域
外
か
ら
の
信
仰
者
が
訪
れ
る

神
聖
な
場
所
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
温
泉
は
か
つ
て
遊
牧
民
族
で
あ
る

キ
ル
ギ
ス
住
民
が
体
を
清
め
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
場
所
で
あ

り
、
さ
ら
に
現
地
住
民
が
病
気
を
治
す
貴
重
な
病
院
代
わ
り
に
な
っ

て
い
た
。
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
は
帝
政
ロ
シ

ア
の
植
民
地
主
義
的
支
配
と
い
う
外
部
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
大
き

く
変
化
し
て
い
っ
た
。
帝
政
時
代
の
ロ
シ
ア
の
南
下
政
策
に
よ
り
赴

任
し
て
来
た
国
防
省
や
役
人
の
た
め
に
、
温
泉
や
泥
温
泉
の
周
辺
、

山
岳
部
や
渓
谷
と
い
っ
た
場
所
に
夏
の
休
暇
・
治
療
用
の
施
設
が
作

ら
れ
る
な
ど
、
帝
政
ロ
シ
ア
政
策
に
よ
り
、
キ
ル
ギ
ス
を
含
む
中
央

ア
ジ
ア
の
温
泉
利
用
が
変
化
し
た
の
で
あ
る
。 

　
さ
ら
に
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
は
、
キ
ル
ギ
ス
の
「
温

泉
観
光
」
に
社
会
体
制
転
換
が
与
え
た
具
体
的
な
様
々
な
影
響
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
彼
が
生
ま
れ
た
一
九
五
二
年
の
ソ
連
経
済
は
難
し

い
状
況
に
あ
り
、
Ａ
氏
も
幼
い
頃
か
ら
夏
休
み
に
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
両
親
を
経
済
的
に
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
当
時
の
ソ
連

は
ス
タ
ー
リ
ン
に
指
導
者
下
に
あ
っ
た
。
一
九
五
三
年
に
ス
タ
ー
リ

ン
が
死
亡
し
、
政
治
環
境
が
変
化
す
る
が
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
行
っ
た

独
裁
体
制
は
ソ
連
の
人
々
の
生
活
の
様
々
な
面
で
大
き
な
影
響
を
残

し
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
が
指
導
者
で
あ
っ
た
時
期
は
弾
圧
の
時
代
で
も

あ
り
、
シ
ベ
リ
ア
の
労
働
キ
ャ
ン
プ
に
送
ら
れ
た
人
々
も
存
在
し
た

が
、
同
時
に
こ
の
時
期
、
ソ
連
は
貧
困
や
経
済
の
低
迷
、
低
い
識
字

レ
ベ
ル
か
ら
抜
け
出
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
勝
者
と
し
て
経
済

大
国
と
な
り
、
人
々
の
生
活
水
準
も
全
体
的
に
向
上
し
た
（
ダ
ダ

バ
エ
フ
、
二
〇
一
〇)

。
そ
の
後
国
民
の
生
活
に
力
を
入
れ
た
の
は

ブ
レ
ジ
ネ
フ
だ
っ
た
。
多
く
の
研
究
者
は
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
が
指
導

者
だ
っ
た
時
代
（
一
九
六
四-

一
九
八
二
）
は
ソ
連
政
治
の
発
展

と
い
う
面
で
は
低
迷
期
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
（
ダ
ダ
バ
エ
フ
、

二
〇
一
〇)

そ
の
理
由
は
、
政
治
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
、
政
権

と
一
般
国
民
の
間
の
関
係
、
政
治
体
制
の
本
質
な
ど
を
こ
の
時
期
の

評
価
の
基
準
に
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
、

一
般
国
民
は
必
ず
し
も
政
治
体
制
等
で
は
な
く
、
む
し
ろ
生
活
水
準

と
い
う
目
線
で
そ
の
時
代
を
評
価
す
る
の
だ
と
指
摘
す
る
。
確
か

に
、
こ
の
時
代
に
ソ
連
全
体
の
政
治
の
中
で
、
優
れ
た
政
治
制
度
が

出
来
上
が
っ
て
い
た
と
は
言
い
難
い
が
、
そ
の
反
面
、
一
般
国
民
の

生
活
は
そ
れ
ま
で
に
な
い
ほ
ど
充
実
し
、
生
活
水
準
は
上
が
っ
た
。

多
く
の
医
療
機
関
や
教
育
機
関
が
作
ら
れ
、
娯
楽
施
設
も
建
設
さ
れ

た
。
そ
の
よ
う
に
一
般
国
民
の
生
活
が
保
障
さ
れ
た
事
か
ら
、
多
く
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の
人
々
は
ソ
連
の
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
正
し
く
、共
産
党
主
義
的
、

社
会
主
義
的
な
新
し
い
形
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
信

じ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
と
ダ
ダ
バ
エ
フ
は
述
べ
る（
ダ
ダ
バ
エ
フ
、

二
〇
一
〇
）。

　
Ａ
氏
は
大
学
生
時
代
、
秋
に
な
る
と
綿
花
の
収
穫
に
行
く
の
を
強

制
さ
れ
た
が
、
働
い
た
分
の
給
料
も
も
ら
え
、
観
光
も
で
き
た
。
こ

こ
か
ら
は
観
光
が
自
由
に
で
き
る
資
本
主
義
と
は
異
な
る
社
会
主
義

体
制
下
の
観
光
の
あ
り
方
を
見
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
大
学
生
は
皆
奨

学
金
を
も
ら
い
、
寮
も
無
料
で
国
か
ら
支
給
さ
れ
た
。
Ａ
氏
に
よ
る

と
、
こ
の
時
期
に
は
生
活
水
準
が
良
く
、
医
療
費
や
教
育
費
な
ど
が

無
料
で
あ
っ
た
た
め
、
日
常
生
活
で
困
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
給
料

も
生
活
必
需
品
の
価
格
と
合
っ
て
い
た
た
め
、
消
費
す
る
だ
け
で
な

く
貯
金
す
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ

時
代
に
は
キ
ル
ギ
ス
の
発
展
も
進
み
、
労
働
者
の
た
め
の
温
泉
施
設

や
休
暇
施
設
も
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
Ａ
氏
も
ブ
レ
ジ
ネ
フ
の
時
代

を
一
番
良
い
時
代
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。

　
し
か
し
、
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ソ

連
時
代
に
は
日
常
生
活
で
は
さ
ほ
ど
困
っ
た
問
題
は
存
在
し
な
か
っ

た
が
、
同
時
に
、
何
ら
か
の
労
働
に
従
事
し
て
い
な
い
限
り
こ
れ
ら

の
温
泉
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た

こ
の
時
代
に
は
簡
単
に
海
外
に
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
国
内

旅
行
も
国
家
や
労
働
に
関
係
す
る
計
画
、
あ
る
い
は
親
戚
を
訪
ね
る

と
い
っ
た
理
由
が
な
け
れ
ば
難
し
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
帝
政
ロ

シ
ア
時
代
に
は
ト
ー
マ
ス
・
ク
ッ
ク
の
影
響
に
よ
り
一
般
化
し
て
い

た
海
外
旅
行
（M

cReynolds, 2006

）
が
中
断
し
た
こ
と
を
意
味

す
る
。

　
こ
の
結
果
、
社
会
主
義
体
制
下
で
は
資
本
主
義
社
会
の
よ
う
な
自

由
な
観
光
が
不
可
能
に
な
っ
た
た
め
、
西
欧
社
会
と
は
異
な
る
「
観

光
」の
姿
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
と
は
、

「
労
働
」
と
「
観
光
」
が
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
、
お
よ
び
そ

れ
ら
を
国
家
が
統
制
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
代
に
は
社
会

体
制
と
観
光
の
形
態
が
密
接
に
関
係
し
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
個

人
の
観
光
の
形
態
の
変
化
か
ら
も
見
て
取
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
社
会
主
義
体
制
時
に
国
会
議
員
や
医
者
を
務
め
た
上

級
階
級
に
位
置
す
る
Ａ
氏
は
、
労
働
の
成
果
の
報
償
と
し
て
、
国
か

ら
家
を
も
ら
い
、
ド
ラ
イ
バ
ー
付
き
の
車
も
仕
事
で
使
え
る
こ
と
も

で
き
た
だ
け
で
な
く
、
温
泉
に
行
っ
た
り
、
仕
事
の
際
に
モ
ス
ク
ワ

や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ま
で
観
光
し
た
り
、
長
休
暇
の
際
に
温
泉
施
設
を
使

用
し
た
り
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、「
温
泉
観
光
」
を
す
る
に
は
、
労

働
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
労
働
も
一
般

レ
ベ
ル
で
は
な
く
、
成
果
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
ま
た
、
Ａ
氏
は
ソ
連
時
代
に
共
産
党
書
記
と
一
緒
に
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
ま
で
旅
行
に
出
か
け
て
い
た
が
、
そ
れ
に
は
打
算
的
な
意
図
が

あ
っ
た
よ
う
に
も
読
み
取
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、
社
会
的
な
上
昇
を
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社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
）

可
能
に
し
て
く
れ
る
上
司
に
対
し
、
お
祭
り
や
転
勤
の
際
に
感
謝
の

念
を
表
す
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
渡
し
て
い
た
謝
礼
品
が
人
間

関
係
を
強
め
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

社
会
主
義
で
は
人
間
関
係
が
「
資
本
主
義
の
お
金
」
に
あ
た
り
、
さ

ら
に
上
層
部
と
の
人
間
関
係
が
よ
け
れ
ば
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、

そ
れ
が
温
泉
施
設
へ
の
バ
ウ
チ
ャ
ー
入
手
に
繋
が
る
こ
と
を
意
味
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
資
本
主
義
社
会
の
よ
う
に
、
経

済
的
な
余
裕
が
あ
れ
ば
い
つ
で
も
「
観
光
」
が
で
き
る
こ
と
と
は
異

な
っ
て
い
る
。
社
会
主
義
体
制
下
の
「
温
泉
観
光
」
は
人
間
関
係
と

も
深
く
関
係
し
て
い
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
Ａ
氏
に
子
供
は
五
人
が
い
た
が
、
毎
回
温
泉
に
行
く
際
に

子
供
た
ち
を
妻
の
両
親
に
預
け
、
夫
婦
二
人
だ
け
で
「
温
泉
観
光
」

に
出
か
け
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
は
、「
温
泉
施
設
」
の
訪
問
に
は

夫
婦
の
健
康
維
持
以
外
の
目
的
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。「
温

泉
施
設
」
と
は
夫
婦
二
人
だ
け
で
共
産
党
や
労
働
の
話
を
す
る
場
所

で
も
あ
り
、
う
か
つ
に
子
供
を
連
れ
て
い
く
と
口
を
滑
ら
す
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
あ
え
て
連
れ
て
行
か
な
か
っ
た
の
だ
と
も
と
考
え
ら

れ
る
。
ソ
連
時
代
、
ス
タ
ー
リ
ン
が
残
し
た
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い

う
疑
い
の
目
が
人
々
の
考
え
に
深
く
浸
み
込
ん
で
い
た
こ
と
が
推
測

さ
れ
る
。

　
ソ
連
崩
壊
直
後
か
ら
キ
ル
ギ
ス
が
国
家
と
し
て
安
定
す
る
ま
で

は
、温
泉
施
設
の
利
用
の
た
め
に
は
ソ
連
時
代
と
同
様
、バ
ウ
チ
ャ
ー

を
利
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
二
〇
一
四
年
現
在
も
引
き
続
き
バ
ウ

チ
ャ
ー
形
式
が
継
続
さ
れ
て
い
る
施
設
が
あ
る
一
方
、
近
年
で
は
バ

ウ
チ
ャ
ー
な
し
で
も
「
温
泉
観
光
」
が
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
、
Ａ
氏
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
悪
影
響
を
与
え
た
。

そ
の
理
由
は
、
ソ
連
時
代
が
労
働
で
の
成
果
を
あ
げ
れ
ば
国
家
か
ら

「
温
泉
観
光
」
が
保
障
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
し
、
資
本
主
義
体
制

を
選
択
し
た
キ
ル
ギ
ス
国
家
が
Ａ
氏
の
「
温
泉
観
光
」
を
保
証
で
き

な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。
独
立
後
の
キ
ル
ギ
ス

で
資
本
主
義
化
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
ソ
連
時
代
と
は
異
な
り
人
々

は
お
金
を
払
え
ば
い
つ
で
も
温
泉
施
設
に
行
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

だ
が
も
ら
う
給
料
の
額
と
生
活
必
需
品
の
価
格
と
が
必
ず
し
も
釣
り

合
う
と
は
限
ら
ず
、
ま
た
ソ
連
時
代
と
は
異
な
り
現
在
で
は
子
供
達

の
教
育
費
等
も
自
己
負
担
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
温
泉
施
設
に
行

く
た
め
の
金
銭
的
な
余
裕
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
点
で
現
在
の
キ
ル

ギ
ス
に
お
け
る
観
光
は
ソ
連
時
代
と
は
異
な
る
状
況
に
置
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
国
家
が
資
本
主
義
体
制
へ
転
換
し
た
こ
と

に
よ
り
、「
温
泉
観
光
」
も
資
本
主
義
化
し
た
の
で
あ
る
。

　
他
方
、
資
本
主
義
体
制
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
海
外
旅

行
」
と
い
っ
た
ソ
連
時
代
に
は
出
来
な
か
っ
た
自
由
な
観
光
形
態
が

現
れ
た
こ
と
に
も
注
目
で
き
る
。
そ
の
他
に
も
、
資
本
主
義
化
以
降

に
大
衆
化
さ
れ
た
「
湖
観
光
」
や
、都
市
化
と
と
も
に
生
ま
れ
た
「
草

原
（
ジ
ャ
イ
ロ
ー
）
観
光
」
の
自
由
化
と
い
っ
た
新
た
な
観
光
形
態
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も
誕
生
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
Ａ
氏
の
「
観
光
」
も
、
社
会
主
義
時

代
の
妻
と
二
人
だ
け
で
し
か
行
け
な
か
っ
た
「
報
償
と
し
て
の
夫
婦

温
泉
旅
行
」
か
ら
、
バ
ウ
チ
ャ
ー
な
ど
に
頼
ら
な
い
「
自
由
家
族
観

光
」
に
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ａ
氏
の
「
温
泉
観
光
」
の

変
遷
に
は
、
彼
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
移
行
は
も
ち
ろ
ん
、
国
の
社

会
体
制
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
考
察
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー

か
ら
見
た
ソ
連
時
代
の
「
観
光
」
は
、
西
欧
社
会
の
「
観
光
」
と
は

異
な
る
パ
タ
ー
ン
を
取
っ
て
い
た
。
だ
が
前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来

の
「
観
光
」
と
い
う
現
象
を
研
究
す
る
際
の
大
前
提
に
あ
る
の
は
資

本
主
義
に
基
づ
い
た
西
欧
社
会
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
一
つ
の
ス

テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
過
ぎ
な
い
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
本

稿
で
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
資
料
と
す
る
こ
と
に
よ
り
議
論

し
て
き
た
よ
う
に
、
社
会
体
制
転
換
に
伴
う
「
観
光
」
の
変
容
を
理

解
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
よ
う
に
資
本
主
義
に
基
づ
い
た
西
欧
社

会
を
過
度
に
観
光
の
前
提
と
す
る
の
で
は
な
く
、
観
光
す
る
個
人
の

経
験
を
社
会
体
制
の
変
化
の
中
に
位
置
づ
け
る
作
業
が
必
要
な
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
で
紹
介
す
る
事
例
は
上
級
階
級
に
属

す
る
Ａ
氏
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

今
後
は
他
の
階
級
の
人
々
の
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
も
検
討
し
た
上

で
、
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
「
観
光
」
を
包
括
的
に
理
解
し
、
ポ
ス
ト
社

会
主
義
国
に
お
け
る
観
光
史
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
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光
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の
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先
生
か
ら
は
フ
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ル
ド
ワ
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の
方
法
等
を
教
わ
り

ま
し
た
。
二
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一
四
年
六
月
、
八
月
、
一
〇
月
に
行
っ
た
キ
ル
ギ
ス

で
の
フ
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ル
ド
ワ
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ク
で
は
ラ
イ
フ
ヒ
ス
ト
リ
ー
を
語
っ
て
く
れ

た
Ａ
氏
、
温
泉
施
設
関
係
者
お
よ
び
温
泉
利
用
者
の
方
々
か
ら
多
大

な
協
力
を
得
ま
し
た
。
な
お
本
稿
が
依
拠
す
る
現
地
調
査
は
公
益
財

団
法
人
日
本
科
学
協
会
笹
川
科
学
研
究
助
成
の
二
〇
一
四
年
度
の
援

助
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受
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謝
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。
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。
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院
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光
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研
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〇
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中
欧

の
企
業
と
労
働
―
』
有
斐
閣
。

岩
田
修
二
・
渡
辺
悌
二
・
マ
ク
サ
ト 

ア
ナ
ル
バ
エ
フ
（
二
〇
〇
八
）

「
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
自
然
保
護
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と
観
光
開
発
」『
地
理
学

評
論
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第
八
三
号
、
二
九-

三
九
頁
。

絵
野
沢
喜
之
助
（
一
九
六
五
）『
訪
ソ
特
殊
鋼
視
察
団
報
告
講
演

―
経
済
、
労
働
に
つ
い
て
』
鉄
と
鋼
第
。

金
田
辰
夫
（
一
九
九
五
）　『
体
制
と
人
間
―
中
央
ア
ジ
ア
の
小
国

の
再
生
』　
日
本
国
際
問
題
研
究
所
。

小
池
洋
一
・
足
羽
洋
保
（
一
九
八
八
）　『
観
光
学
概
論
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ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
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井
　
厚
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二
〇
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二
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ス
ト
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リ
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論
』　
弘
文
堂
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セ
ミ
ョ
ー
ノ
フ
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ペ
ー
・
ペ
ー
（
樹
下
節
訳
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一
九
七
七
年
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天
山
紀
行
』　
河
出
書
房
新
社
。（Семенов-Тян› 

Ш
анский,  П

етр П
етрович П

утеш
ествие в Тянь-

Ш
ань

）

ダ
ダ
バ
エ
フ
、
テ
イ
ム
ー
ル
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二
〇
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〇
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記
憶
の
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の
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―
中
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ジ
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の
人
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の
生
き
た
社
会
主
義
時
代
―
』
筑
波
大

学
出
版
会
。

中
野
　
卓
（
一
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イ
フ
ヒ
ス
ト
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の
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会
学
』　
弘

文
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光
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〇
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田
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田
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明
・
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夫
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市
場
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下
の
苦
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と
希
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―
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に
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―
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彩
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〇
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澤
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〇
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註 
 

（
１
）
キ
ル
ギ
ス
に
お
け
る
温
泉
施
設
は
、
キ
ル
ギ
ス
語
と
ロ
シ
ア
語
で

は
ク
ロ
ー
ル
ト
（К

урорт

）
と
呼
ば
れ
、
温
泉
、
泥
治
療
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
物
理
学
治
療
を
提
供
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ

ら
の
総
称
と
し
て
「
温
泉
施
設
」
と
い
う
表
現
を
用
い
る
。

（
２
）
こ
れ
ま
で
筆
者
は
ソ
連
時
代
後
半
お
よ
び
独
立
後
の
キ
ル
ギ
ス
に

お
け
る
温
泉
施
設
の
発
展
や
利
用
変
化
を
、
利
用
者
の
集
客
圏
、
客

層
、
利
用
季
節
な
ど
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
そ
の
際
に

聞
き
取
り
調
査
で
得
た
デ
ー
タ
や
温
泉
施
設
の
カ
ル
テ
を
分
析
対
象

と
し
た
。
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
施
設
は
か
つ
て
社
会
主
義
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
の
も
と
、
労
働
者
の
た
め
に
造
ら
れ
た
。
現
在
で
も
、
ソ
連
時

代
の
構
造
を
そ
の
ま
ま
残
す
「
ア
ル
テ
ィ
ン
・
ア
ラ
シ
ャ
ン
」
の
よ

う
な
温
泉
施
設
も
あ
る
。
山
間
部
の
自
然
が
豊
か
な
地
域
に
あ
る
ア

ル
テ
ィ
ン
・
ア
ラ
シ
ャ
ン
温
泉
は
、
外
国
人
観
光
客
に
と
っ
て
は
人

気
が
あ
る
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
、
二
〇
一
三
）。
一
方
、
一
九
七
九

年
に
建
設
さ
れ
た
「
オ
ー
ロ
ラ
」
の
よ
う
な
温
泉
施
設
は
理
学
治
療

（
レ
ー
ザ
ー
治
療
と
電
気
泳
動
治
療
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
シ
ャ
ワ
ー
な

ど
）
が
導
入
さ
れ
発
展
し
、
良
好
な
立
地
条
件
に
よ
り
上
級
階
級
者

の
み
が
利
用
し
た
温
泉
施
設
も
あ
る
が
、
キ
ル
ギ
ス
が
資
本
主
義
体

制
へ
と
路
線
を
変
更
し
た
た
め
、
か
つ
て
上
級
階
級
の
み
利
用
し
た

温
泉
施
設
は
一
般
公
開
さ
れ
、
職
業
に
関
係
な
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。
だ
が
依
然
と
し
て
宿
泊
料
金
が
高
い
た
め
、
現
在
も
高

所
得
の
人
し
か
宿
泊
で
き
な
い
（
ア
コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
、
二
〇
一
三
）。

し
か
し
、
低
所
得
の
人
が
外
来
で
温
泉
治
療
を
含
む
好
き
な
治
療
を

受
け
、
日
光
浴
や
湖
浴
を
利
用
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
キ
ル
ギ
ス
政

府
の
経
済
政
策
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
観
光
政
策
に
よ
り
、
キ
ル
ギ

ス
の
温
泉
施
設
で
は
、
外
国
人
誘
致
の
対
策
も
な
さ
れ
て
い
る
（
ア

コ
マ
ト
ベ
コ
ワ
、
二
〇
一
三
）。

（
３
）
遊
牧
キ
ル
ギ
ス
人
の
組
立
て
式
の
家
屋
で
あ
り
、
五-

六
人
が
二

時
間
程
度
で
組
み
立
て
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
４
）
ロ
シ
ア
語
・
キ
ル
ギ
ス
語
で П

етросянц

と
綴
る
が
、
本
稿
で

は
英
語
表
記
と
す
る
。

（
５
）
ロ
シ
ア
語
・
キ
ル
ギ
ス
語
でА

ш
марин

と
綴
る
が
、
本
稿
で
は

英
語
表
記
と
す
る
。

（
６
）
ロ
シ
ア
語
・
キ
ル
ギ
ス
語
でЖ

умабаев

と
綴
る
が
、
本
稿
で
は

英
語
表
記
と
す
る
。

（
７
）
キ
ル
ギ
ス
の
南
、
ジ
ャ
ラ
ル･

ア
バ
ド
州
位
置
す
る
。

（
８
）
キ
ル
ギ
ス
の
テ
ン
シ
ャ
ン
山
脈
の
北
側
に
位
置
す
る
チ
ュ
イ
州
、

イ
シ
ク･

ア
タ
渓
谷
の
中
に
存
在
す
る
。

（
９
）
テ
ン
シ
ャ
ン
ス
キ
ー
（П

етр П
етрович Семенов-Тян-

Ш
анский Sem

yonov-Tyanshanskiy, 1827-1914

）
は
帝
政

時
代
の
ロ
シ
ア
人
研
究
者
で
あ
り
、1856

年
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
と
し

て
初
め
て
テ
ン
シ
ャ
ン
山
脈
に
登
頂
し
調
査
を
行
っ
た
。
一
八
五
九

年
に
出
版
さ
れ
たZem

levedenie Azii

（
ア
ジ
ア
の
地
理
）
に
よ
り
、

キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
は
帝
政
ロ
シ
ア
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
キ
ル
ギ
ス
の
温
泉
利
用
も
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
10
）
ロ
シ
ア
語
・
キ
ル
ギ
ス
語
でАлександров

と
綴
る
が
、
本
稿

で
は
英
語
表
記
と
す
る
。

（
11
）
リ
ゾ
ー
ト
や
健
康
療
養
に
関
す
る
専
門
家
。
名
前
はК

озлов

と

綴
る
が
、
本
稿
で
は
英
語
表
記
と
す
る
。

（
12
）
工
場
労
働
者
や
サ
ー
ビ
ス
労
働
者
（
運
転
手
、
掃
除
婦
な
ど
）。

（
13
）
医
者
や
教
職
員
、
公
務
員
や
政
府
幹
部
も
含
む
。

（
14
）
ロ
シ
ア
語
・
キ
ル
ギ
ス
語
で
はАзар

と
綴
る
が
、
本
稿
で
は
英

語
表
記
と
す
る
。
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（
15
）
ジ
ャ
イ
ロ
ー
と
は
、
夏
季
に
山
岳
部
で
の
テ
ン
ト
に
一
〇
日
程
度

滞
在
し
、
馬
乳
、
馬
乳
酒
、
牛
乳
製
品
、
羊
の
肉
な
ど
を
食
べ
た
り
、

馬
に
乗
っ
た
り
し
て
休
暇
を
過
ご
す
場
所
で
あ
る
。

（
16
）
し
か
し
近
年
、
キ
ル
ギ
ス
で
は
豊
富
な
地
下
資
源
が
埋
蔵
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
、
多
く
の
先
進
国
が
注
目
し
始
め
て
い

る
。

（
17
）
マ
ナ
ス
は
キ
ル
ギ
ス
に
伝
わ
る
叙
事
詩
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
主

人
公
た
る
勇
士
の
名
で
も
あ
る
。

（
本
学
大
学
院
観
光
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）

1 
 

図表 
 

 

図１ キルギス地図 

出所：http://www2m.biglobe.ne.jp/ZenTech/world/map/Kyrgyzstan/index.htm 
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写真 2 イシク･クル湖のコイサラリゾートの湖畔と日光浴（1930） 

出所：Aleksandrov（1931）（キルギスのリゾート）Курорты Киргизииより転載。 

 

 

4 
 

 
 

 

 

写真 1 キルギス、ジェティ・オグズ Jety-Ogyz 温泉施設（1930 年） 

出所：Aleksandrov（1931）（キルギスのリゾート）Курорты Киргизииより転載。 

 

ジェティ・オグズ アク･スウ イシック･アタ コイサラ

リゾート種類 温泉 温泉 温泉 気候¹

詳細地（州） イシク･クル イシク･クル チュイ イシク･クル

標高（m） 2200 1920 1775 1580

利用者数(人) 514 1259 3318 475

利用者集客圏（%）
キルギス(53),

ウズベキスタン(37)

キルギス（11）,ロ

シア（68）,

ウズベキスタン

（21）

キルギス(20),

ロシア(80)

キルギス(59),

ウズベキスタン(37),

カザフスタン(2),

タジキスタン(1),

ロシア(1)

利用者属性（%）

現業職など²（52）

ホワイトカラーなど³
（35），農民（5），

他（8）

農民（63），

ホワイトカラー

など(22),現業職

(4),他(11)

現業職など(57),

ホワイトカラーなど

(27),他(16)

ホワイトカラーなど

(58),農民(32),

他(10)

利用方法

体を石鹸で清潔後、

温泉入浴(1日1回),
6分～8分

飲用,日光浴

体を石鹸で清潔

後、温泉入浴、飲
用，空気浴，日光

浴

体を石鹸で清潔後、

温泉入浴、飲用、

空気浴

山湖入浴，空気浴，

日光浴

(朝の10時～12時),

砂浴(33℃-48℃),
馬乳酒治療(1日1ℓ)

利用シーズン 6月10日～9月10日 5月1日～10月10日 5月1日～9月15日
6月15日～9月15日、

時には10月まで

利用期間 1ヶ月 1～3日 1ヶ月 2週間

¹高山地に位置するイシク･クル湖入浴、空気浴、日光浴、砂浴、馬乳酒飲用の意味

²工場労働者やサービス労働者（運転手、掃除婦など）

³医者や先生をはじめ、公務員、国家経営幹部職まで

リゾート名
区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：Aleksandrov（1931）『キルギスのリゾート』より筆者作成

表3 　キルギスにおけるリゾートの利用（1930）
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表 1．キルギスへの国別外国人観光客数

2 
 

 
出所：「キルギス統計局 2012 年報告書」より筆者作成。 

 

 

出所：「キルギス統計局 2012 年報告書」より著者作成。
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年 研究者 内容

1874 Feoktistov,N.B.Teih アク･スウ温泉温度,成分

1875 I.V.Mushketov アク･スウ地域の地質

1877 タシケント化学研究所 ジャラル･アバド温泉成分

1880 N.B.Teih イシック･アタ温泉成分や放電

1885 Piper&Shapiro ジャラル･アバド温泉成分

1897 Dranitsyn
ジャラル・アバッドリゾートの位置，その衛生状態，温泉の特

定の病気への効果や温泉の利用方法など

1900 S.Volkenshtein アク･スウ温泉排水

1908 K.I.Argentov ジェティ・オグズおよびアク･スウ温泉成分

1909 K.I.Argentov アク･スウ温泉の放電

1911 K.I.Bogdanovich アク･スウ温泉地地質

1912 D.I.Mushketov ジェティ・オグズ温泉成分

1914 K.I.Bogdanovich アク･スウ温泉再度の地域地質

1914 A.F.Svirchevskiy アク･スウ温泉の短い地質学的な情報と,温度と放電

1915 K.I.Argentov イシック･アタ温泉成分や放電

1923 S.V.Mashkovtsev イシック･アタ温泉成分や放電

1924
Mihalkov

V.N.&Chernyavskiy
ジャラル･アバド地域空気

1924 Golubkova ジャラル･アバド温泉成分

1925-1926 Novikov ジャラル･アバド温泉成分

1926 Hlopin アク･スウ温泉の放電放電･放射性・ガス成分

1927 V.A.Novikov ジェティ・オグズ温泉の化学成分

1928 N.M.Prokopenko ジェティ・オグズおよびイシック･アタ温泉成分や放電

1928
N.N.Zlatovratskiy,Ha

rchenko
ジェティ・オグズ温泉水の放射性の測定,成分

1929
Z.A.Kanunnikova,M.M.

Kononova,P.A.Gryushe
アク･スウ温泉の水のマイクロバイオロジー

1929-1930 N.S.Nazarov ジャラル･アバド温泉日射測定,空気の透明度,放射性ガス

1931 N.M.Prokopenko 地質,放電,放射性,ガス成分

1931 V.A.Aleksandrov 景観,気候，温泉資源，治療への適応と禁忌

1931 D.P.Prochuhan 掘削作業,地域地質,温度や流量源の系統的測定

1932 L.V.Komlev 科学成分,放射性,容存ガス

1940

キルギス国立医学大学

及びキルギスソ連科学

アカデミー

ジャラル・アバド，イシク・アタ，アラミュヂュン温泉，ショ

ル・ブラック温泉，ジェルガラン温泉，そしてジャルタッシュ

鉱床の炭酸水などが物理化学的に検証

1957
キルギスの温泉と理学

療法研究所
硬水に関する一般概要や，その種類，分布，物理学的概要

1985
 D．A．Alymkuov ＆

N．G　Bikmuhametova
温泉源の地理的状況や温泉成分

1994

 Z.I．Melnikova

S.M．Babenko

L.I.Solovyova

温泉源の地理的状況や温泉成分

表2 キルギスにおける温泉に関する主な研究

出所：Aleksandrov(1931),Alymkulov(2002)の文献調査により,筆者作成

表 2．キルギスにおける温泉に関する主な研究

出所：Aleksandrow(1931), Alymkulov(2002) の文献調査により , 著者作成
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写真 1 キルギス、ジェティ・オグズ Jety-Ogyz 温泉施設（1930 年） 

出所：Aleksandrov（1931）（キルギスのリゾート）Курорты Киргизииより転載。 
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ホワイトカラーなど

(58),農民(32),

他(10)
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体を石鹸で清潔後、

温泉入浴(1日1回),
6分～8分

飲用,日光浴

体を石鹸で清潔

後、温泉入浴、飲
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浴

体を石鹸で清潔後、

温泉入浴、飲用、

空気浴
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馬乳酒治療(1日1ℓ)

利用シーズン 6月10日～9月10日 5月1日～10月10日 5月1日～9月15日
6月15日～9月15日、

時には10月まで

利用期間 1ヶ月 1～3日 1ヶ月 2週間

¹高山地に位置するイシク･クル湖入浴、空気浴、日光浴、砂浴、馬乳酒飲用の意味

²工場労働者やサービス労働者（運転手、掃除婦など）

³医者や先生をはじめ、公務員、国家経営幹部職まで

リゾート名
区分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　出典：Aleksandrov（1931）『キルギスのリゾート』より筆者作成

表3 　キルギスにおけるリゾートの利用（1930）
表 3．キルギスにおけるリゾートの利用（1930）

1 高山地に位置するイシク・クル湖入浴、空気浴、日光浴、砂浴、馬乳酒飲用の意味
2 工場労働者やサービス労働者（運転手、掃除婦など）
3 医者や先生をはじめ、公務員、国家経営幹部職まで

出所：Aleksandrow(1931)『キルギスのリゾート』より著者作成
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Transformation of “tourism” due to the changes in the social 
system: the life history research of hot spring users in the post 
socialist Kyrgyz Republic

AKMATBEKOVA, Gulzat

　　This paper analyzed the transition of tourism in the Kyrgyz 
Republic (Kyrgyzstan) on the basis of one person’s life story, who was 
born in the Soviet Union and experienced the transition of the social 
system. It covers and compares Soviet Union period and after, where 
the Kyrgyz Republic became independent in 1991. 
　　Starting from people in Central Asia, religion believers from China 
and India used to visit hot springs and treated them as sacred places. 
Also for Kyrgyz nomads hot springs were not only essential place for 
body cleansing, but also the place to cure diseases. 
　　Since Kyrgyzstan went under governance of the Russian Empire 
the usage of hot springs undergo big changes. According to the Mr. A, 
there was no much difficulties in everyday life in the Soviet Union, but 
in order to be able to access hot spring facilities one had to do some sort 
of work. Also people were not allowed to travel abroad. For instance, 
people like Mr. A, who was doctor and a member of parliament of the 
Kyrgyz Republic, and other people like him who belonged to a high 
social stratum, as a reward for their work used to receive houses. They 
were also assigned official cars with drivers, which they could use for 
their private purposes. People fr om high stratum of society were also 
able to take long-term vacation to use hot spring facilities. Human 
relations in Soviet Union also played a big role for career growth and 
it gave possibilities to obtain voucher (ticket) for staying at hot spring 
facilities. Human relations had the same values as money in capitalism. 
It means one wouldn't have much choices in tourism if one had more 
economic afford as in capitalism. Human relations were essential factor 
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and increased chances to use hot springs. 
　　Since Kyrgyz Republic became independent, hot spring facilities are 
available to anyone via vouchers or pay by cash. On the other hand it 
brought a negative effect to Mr. A, because voucher prices are expensive 
and he can’t now afford it because of his small salary. 
　　Along with the transition from socialism to capitalism, hot spring 
facilities started to he utilized under market economy rules. 


